
『今昔物語集』訓釈語彙考

155

『今昔物語集』訓釈語彙考
──巻 26注釈書訓釈異同表を利用した語義比較（ツツヤク・クジル）──

安　部　清　哉編著
伊　藤　真梨子　　

論文要旨
　『今昔物語集』は中古・中世における語彙と文体の関係を見る上で貴重な資料であるが、研究
の進んだ現在でも、漢字表記語の訓が諸注釈書でゆれ、読みが確定していない語彙が少なくない。
本稿では、中古・中世の語彙研究の一環として、『今昔物語集』の漢字表記語彙を取り上げ、5

つの注釈書での訓釈異同表を提示しつつ（別表）、それを利用して、そこに見られる異訓から、2

つの語彙における語彙史的考察とそれによる『今昔』での訓釈の問題を論じる（2章）。今回は、
巻 26の訓釈異同表を掲載し、その中で訓のゆれがある〈小声でひそひそ言う〉意の「ツツメ
ク・ツツヤク」（2┉1）と、〈（物を）穿つ〉意の「キサグ・クジル・ヱル」（2┉2）の 2つの語彙を
取り上げ、各語の意味分析を行って訓を検討した。
キーワード【『今昔物語集』巻 26　訓釈異同表　ツツヤク　クジル　中古語彙】

一　はじめに

　『今昔物語集』は、語彙研究資料としても、文体研究資料としても、さまざまな課題を提

供してくれる日本語史の資料である。特に、その漢字の訓釈においては、さまざまな解釈が

試みられ、訓の確定していない語彙が少なくない資料でもある。その訓を確定していくため

には、一方で、中古・中世の基礎語彙の語義を検討するという作業も必要になってくる（日

野資純 2007他の一連の研究など参照）。

　本稿では、『今昔物語集』（以下『今昔』とのみ記す）における訓と、中古・中世語語彙の

語義研究・訓釈研究の一環として、『今昔』を取り上げ、その代表的な 5つの注釈書（新旧

の大系本・全集本と集成本）における訓の相違を確認し、その異訓の中から、一部の語彙の

語義比較を取り上げる。

　なお、今回は、特に和文資料においても用例が多く現れる本朝世俗部の巻 26を取り上げ

る。巻 26の 5つの注釈書での訓の異同一覧表を提示して（別表）、その異訓の状態を把握し

つつ、その中から 2つの類義語語彙（動詞ツツヤク・ツツメクの〈小声でひそひそ言う〉意

の語彙（2章）、及び、動詞キサグ・クジル・エル〈（物を）穿つ〉意の語彙）の意味の相違

を検討する（2章）（付記 1参照）。

　なお、訓の比較に取り上げた注釈書は、次の 5つの注釈書である。また、『今昔』関係の
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索引は本稿最後の参考文献に挙げたものを使用した。

　　新・旧日本古典文学大系（岩波書店）

　　新・旧日本古典文学全集（小学館）

　　新潮日本古典集成（新潮社）

二　諸注釈書訓釈語彙語義比較小考

二─（1）『今昔物語集』の「つつやく」「つつめく」小考 （担当：伊藤真梨子）

1．問題点
　『今昔物語集』巻第 26第 5話において、「云云」という語について「つつやく」「いひの

く」という二つの読み方が見られた。また、この「云云」を「つつやく」と読んだ場合、一

部の注釈書ではその意味の解釈に妥当だとは思われない部分が含まれていたため、本稿はこ

の「つつやく」という語の意味について、『今昔』やその前後の古典作品の用例を検討する

ことによって考察をしていくこととする。なお、「つつやく」についての用例は『古典対照

語い表』において、『土佐日記』に同義語「つつめく」が 1例挙げられていたが、それ以外

のものについては各辞書に挙げられている用例なども参考にして収集した。

　（注 1．踊り字を表す二の字点はパソコンによる表記の都合上「々」に置き換えてある。

注 2．二字以上の踊り字は表記の都合上「 〳 〵」に置き換えてある。）

2．『今昔物語集』巻第26第 5話の「云云」
　『今昔物語集』巻第 26第 5話は継母が継子を殺そうとして失敗するという話であるが、1

でふれたように、読み方の揺れている部分があり、それが次に引用した文の下線部の「云

云」である。

児、何心モ無打□テ、「母堂ニ告奉ラン」ト云ヘバ、男、「人ニ不令聞デ、密ニ御

マセ」ト云云。児、喜気ニ思テ走リ行後手ノ、髪ノタソ 〳 〵トシテ可咲気ナルヲ見（新

大系）

　この箇所の「云云」という語についての各本による注釈は以下のようなものである。

旧大系「つつやく」：耳打ちした。

新大系「─」：「字類抄に「ウン 〳 〵、ツヽヤク」の訓が載るが、蔭で不平を言う意の「つ

つやく」は合わない。「云ヘバ」の誤写か。（注：『今昔物語集索引』ではこの語

を「うんうん」として収録している。）

旧全集「つつやく」

新全集「いひのく」：「底本「云去」、他本「云云」」

集成「つつやク」：ささやいた。「云々　ツツヤク」（『字類抄』）。
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　「云云」の読み方として考えられるのは「うんうん（うんぬん）」「しかしか（しかじか）」

「つつやく」である。

　まず、「しかしか（しかじか）」と読む可能性があったのかということについてみてみたい。

『今昔物語集文節索引』において、「しかしか（しかじか）」として挙げられているものは、

すべて「然々」の字で表記されている部分であり、『今昔』で「云云」を「しかしか（しか

じか）」と読む可能性は低いと判断されていることがわかる。また、「うんうん（うんぬん）」

の訓は、『今昔物語集文節索引』で確認できた 3例がすべて「若人欲了知　三世一切佛　應

當如是観　心造諸如来云々」といった引用の省略部分のみに当てられていた。該当箇所は、

必ずしも省略箇所と見做さなければならないものだとは思えないため「うんうん（うんぬ

ん）」の訓もここでは取らずに考察してみたい。

　それ以外の候補としてある、新全集での訓「いひのく」にも問題点がある。「いいのく」

は下二段活用と四段活用とがあるが、『日本国語大辞典第二版（以下『日国②』とする）』で

の意味は下二段が「自分の考えを主張する。ためらわずにあえて言う。言い負かす。」で、

四段の方は「ものを言って引き下がる。」である。ここは、継子（＝児）を殺すように継母

に唆された男の召使が、子どもに「叔父さんのところに連れていってあげましょう」と告げ

ている場面なので、下二段の方が不適当なのは言うまでもないが、四段の方も「男が子ども

が走ってゆくのを見送っている場面」なので意味が合わなくなる。

　そうなると残りは「つつやく」である。新大系および集成の注には『字類抄』に「云云」

を「ツツヤク」と読む例があるとしているが、これは『黒川本　色葉字類抄』に載っている

用例であり、中二八「云云　ツヽヤク」、中五三「云云　ウン 〳 〵　ツヽヤク」というよう

に 2例が記載されている。また『色葉字類抄』よりも古い『観智院本　類聚名義抄』におい

ても「云云」（法中六八）を「ツヽヤク」と読む例が存在していた。したがって、『観智院本

　類聚名義抄』は 1241年の奥書があるので、少なくとも院政期にはこの「云云（つつや

く）」という語が存在していたということはいえるだろう。以下では、より詳細な「つつや

く」の意味を明らかにし、それがこの文脈に適合するのかどうかということを確かめていき

たい。

　『日国②』では「つつやく」の意味は「つつめく」と同じだとされているので、ここで各

辞書における「つつやく」「つつめく」の意味を挙げておこう。

　『日国②』

つつめく：大声で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。ぶつぶつとかげ口をいう。

ささやく。

つつやく：「つつめく（囁）」に同じ。

　『岩波古語辞典　補訂版』

つつめき：不満げにぶつぶつ言う。
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つつやき：「つつめき」に同じ。

　『小学館古語大辞典』

つつめく：こそこそと小さな声で言う。ささやく。「つつやく」とも。

つつやく：「つつめく」に同じ。

　『角川古語大辞典』

つつめく：ひそかにものを言う。不満を私語する。ささやく。「つつやく」とも。

つつやく：「つつめく」に同じ。

　このように見てくると、「つつめく」「つつやく」には「ぶつぶつと不平・不満をいう」と

いう意味と「小声でものをいう」という二つの意味があると考えられる。

　そうすると、新大系で指摘されているように「つつやく」を「蔭で不平を言う」という意

味だと考えれば、この箇所に「つつやく」があるのは不適であるが、ここでの「つつやく」

の意味が「大声で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。」という意味だと考えれば、

ここを「つつやく」と読んでも問題はないだろう。

　さて、ここで気になるのは、何故、『今昔物語集』巻第 26第 5話（新大系）では「つつや

く」を「蔭で不平を言う」という意味に限定しているのかということである。そこで、以下

では、この解釈の根拠となるような用例が存在しているのかどうかということを確かめるた

め、この「つつやく」および同義語とされる「つつめく」の用例を他作品等から集めて考察

を加えた。

3．他作品等での「つつやく」「つつめく」の例
　以下では『今昔』やそれ以外の作品での「つつめく」と「つつやく」の用例を検討するこ

とによって、「つつめく」「つつやく」の意味を検証していきたい。

3─1．他作品等での「つつめく」の例
○『日本霊異記』上巻第 34（これは『今昔物語集』巻第 17第 48話の出典となっている話

であるが、『今昔』では該当部分底本破損。）

買ひし人転へ聞き、すなはち盗まれし衣なることを知り、当頭きて求めず、（新大系）

　この箇所についての各本での注釈は以下の通りである。

旧大系：ひそかにささやく程度で、返してくれとは言わなかった。

新大系：そろってがやがや言って。底本訓釈「当頭〈川々女支天〉」。名義抄に「訽　ツヽ

メク」とみえる「訽」は「呴（鳥の鳴き声をあらわす）」の異体字であろう。「つ

つめく」は、おしゃべりする意であろう。もっと大きな声のばあいは、「どどめ

く」。「当頭」は、即時に、一斉にたちまちに、の意。即座に衆議一決するのであ

ろう。
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旧全集：こそこそとつぶやいているだけで、衣を返せとは言わなかった。

　　訳：こそこそ不満をつぶやくだけで返せとは言わなかった。

新全集：こそこそとつぶやいているだけで、衣を返せとは言わなかった。

　　訳：こそこそ不満をつぶやくだけで返せと騒ぎ立てるでもなかった。

　まず、「『訽』と『呴』が異体字関係にある」としている新大系の解釈には、その根拠が明

らかでないため疑問が残る。また、「当頭」は『日国②』によると「一頭の上であること。

または真向かいであること。間近であること。二にわかであるさま。すぐに。たちまちに。」

という意味であるので、「呴」が表す「鳥がなくようなおしゃべり」と「当頭」の「すぐに」

という意味を合わせて、新大系のように「そろってがやがや言って。」「即座に衆議一決する

のであろう。」という解釈が出てくる可能性もあるとは思われるが、これは、盗まれた着物

が元の持ち主のところへと帰ったという話で、盗品を買った人が盗品と知ったので返せとは

言わなかったという箇所であるので、話の内容から考えると、むしろここでこそ「蔭で不平

を言う」という意味が当てはまりやすいのではないだろうか。事実、新旧全集ではこの箇所

は「こそこそ不満をつぶやく」と訳されている。それに、新大系の注にある「訽」という漢

字は『大漢和辞典』によると、「詬に同じ。㊀はぢ。㊁ののしる。」という意味であり、「詬」

は「㊀はづかしめる。㊁はぢ。はづかしめ。㊂ののしる。㊃いかる。㊄たくみなものいひ。

㊅姓。」という意味であるため、ここからして、「つつめく」という語に「不平や不満をい

う」という意味が含まれていることは妥当だと考えられる。

○『日本霊異記』中巻第 30（これは『今昔』巻第 17第 37話の出典になっている話である

ため、巻第 17第 37話もまとめて扱うことにする。）

大徳告げて曰はく、「咄、彼の嬢人、其の汝が子を持ち出でて淵に捨てよ」とのたまふ。

衆人聞きて、当頭きて曰はく「慈有る聖人、何の因縁を以ちてか是の告有る」といふ。

（新大系）

　この部分に対する各本での注釈は以下の通りである。

旧大系：ひそひそとささやいて。

旧全集：ひそひそと不満をもらす。ぶつぶつ言う。上巻三十四話訓釈「当頭川々女支天

（ツツメキテ）『土佐日記』二月一日の条「怨ゑじもこそし給べとて、つつめきて

止みぬ」の「つつめく」も同語。

　　　訳：人々はこの言葉を聞き、ぶつぶつ不満をささやき合って、

新全集：ひそひそと不満をもらす。ぶつぶつ言う。上巻三十四話訓釈「当頭川々女支天

（ツツメキテ）『土佐日記』二月一日の条「怨ゑじもこそし給べとて、つつめきて

止みぬ」の「つつめく」も同語。

　　　　訳：人びとはこの言葉を聞き、ぶつぶつ不満をささやき合って、
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○『今昔物語集』巻第 17第 37話

行基菩薩、此ノ母ノ女ニ告テ宣ハク、「其ノ汝ガ子、持出デヽ、速ニ淵ニ棄テヨ」ト。諸ノ

人此ヲ聞テ、当頭キテ云ク、「慈悲広大ノ聖人トシテ、何ノ故ヲ以テ、「此ノ子ヲ棄テヨ」ト

ハ宣フゾ」ト。（新大系）

　この部分に対する各本での注釈は以下の通りである。

旧大系：よみは、霊異記興福寺本（34）の訓釈および字類抄、ツの畳字による。名義抄、

ツヽメクとよむ「詢」にツヽヤクの訓あり、字類抄また「云云」をツヽヤクとよ

むので、大体の意は察せられよう。即ち不満として私語するを指す。

　　　　　（注：下線部は誤植で「訽」が正しい。）

新大系：ぶつぶつ言い合う。興福寺本霊異記・上・34に訓注あり。土佐日記「つつめき

てやみぬ」。和文系の語。

旧全集：色「当頭ツヽメク」。興福寺本『霊異記』上の三十四訓注「当頭ツ々女支天」。ぶ

つぶつつぶやいて。行基の真意を解せず、不審に思ってささやき合ったさまをい

う。

訳：そこで行基菩薩がこの女に向かい、「そなたのその子を連れ出して、すぐさま淵

に捨てなさい」と言う。人々はこれを聞き、不満げに、「お慈悲の広大なお聖人

ともあろうお方が、なにゆえにこの子を捨て〔よ〕とおっしゃるのか」と口の中

でぶつぶつ言い合った。

新全集：色「当頭ツヽメク」。興福寺本『霊異記』上の三十四訓注「当頭ツ々女支天」。ぶ

つぶつつぶやいて。行基の無慈悲な発言を、不審に思ってささやき合ったさまを

いう。

訳：そこで行基菩薩がこの女に向い、「そなたのその子を連れ出して、すぐさま淵に

捨てなさい」と言う。人々はこれを聞き、不満げに、「お慈悲の広大なお聖人と

もあろうお方が、なにゆえにこの子を捨て〔よ〕とおっしゃるのか」と口の中で

ぶつぶつ言い合った。

　これは、行基が人々に法を説いているときに、泣き止まない子どもを抱く女に対して、子

を淵に捨てるようにと言った場面である。人々から尊敬される行基がいきなりおかしなこと

を言い出したために、人々が不審に思ってひそひそ言い合った、という場面であるので、こ

この意味も「大声で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。」が一番いいのではないか

と考えられる。

○『土佐日記』（新全集）

　「船君のからくひねり出だして、よし、と思へる言を。怨じもこそし給べ」とて、つつめ

きてやみぬ。
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　脚注：「ささめく」に同じ。ひそひそと物を言う。

　　訳：「船君が、懸命にひねり出して、自分でいいと思った歌じゃないか。お恨みになる

だろう」ということで、遠慮して何も言わないことにした。

　　訳（『土佐日記全注釈』）

　　　　「船主さんが、やっと捻り出して、よくできたと思っている歌ですよ」

　　　　「（そんなことが耳にでもはいったら）きっと怨みもなさるでしょうよ」

　　　　というので。ムニャムニャと言ったきりにしてしまった。

　『土佐日記全注釈』ではこの「つつめく」について以下のように書かれている。

『類聚名義抄』に、「訽」という字を、ツツメク・ツツヤク・ハヅ・アザムクなどとよま

せている。訽は、「不平をいう」「罵る」といった意味である。また『雅言集覧』引用の

『藝文抄』には、「囁嚅」をツツメクとよませている。囁嚅は、物言わんとして口をつぐ

む貌で、土佐日記の場合により適切な用語であるといえる。物を包む意味の動詞「つつ

む」の語幹「つつ」と、「つつめく」の語幹「つつ」とが同一語源であるならば、囁嚅

の意によって、この本文は解釈すべきであろう。

　「つつめく」の「つつ」と「つつむ」の「つつ」が同一語源であるのかそうでないのかは

さておくとしても、ここは、船頭が詠んだ歌のできばえについてこそこそと囁き合っている

という場面であるので、「つつめく」の意味は「大声で言うのをはばかって、ひそひそもの

をいう。」という意味で特に問題はないと思われる。

　ちなみに、『大漢和辞典』によると、「囁嚅」の意味は「㊀物を言ひかけてやめるさま。臆

病で、口を動かすだけで、はつきり物を言へぬさま。㊁ささやく。㊂多言する。かまびすし

い。」である。

○『栄花物語』巻八（新全集）

中宮はよろづまだ若うおはしまして、何ごとも思し入れぬ御有様なれど、この御事をわ

づらはしげにつつめくめり。

　頭注：ひそひそ物を言う。

　　訳：中宮（彰子）は万事につけてまだお若くいらっしゃって、何事もお気になさらぬご

様子であったが、まわりではこの御事をいかにも厄介なことが起きたとひそひそ困

惑しているようである。

　これは、一条天皇が定子の妹と深い仲になったことに彰子の周囲が困ったことだと言って

いる場面である。相手が彰子方にとって目障りな定子の妹であるとしても、話題になってい

るものが天皇の行いであるので、「不平や不満を言う。」というほどの強い気持ちの表明にな

るのは適切ではないと考えられる。やはり、ここでの意味も「大声で言うのをはばかって、
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ひそひそものをいう。」というあたりが適当であるだろう。

3─2．他作品等での「ツツヤク」の例
○『愚管抄』巻 5　二條

大方世ノ中ニハ三條内大臣公敎、ソノ後ノ八條太政大臣以下、サモアル人々、「世ハカクテ

ハイカヾセンゾ。信賴・義朝・師仲等ガ中ニ、マコトシク世ヲオコナフベキ人ナシ」。主上

二條院ノ外舅ニテ大納言經宗、コトニ鳥羽院モツケマイラセラレタリケル惟方檢非違使別當

ニテアリケル、コノ二人主上ニハツキマイラセテ、信賴同心ノヨシニテアリケルモ、ソヽヤ

キツヽヤキツヽ、「淸盛朝臣コトナクイリテ、六波羅ノ家ニ有ケル」ト、トカク議定シテ、

六波羅ヘ行幸ヲナサント議シカタメタリケリ。

　頭注　ソソヤク：こそこそと話す。

　　　　ツツヤク：つつめくと同義。ささやく。

　ここは、公敎や経宗らが、何かと議論をして二条天皇の六波羅への行幸について決めた場

面なので、「不平」「不満」を言っているわけではなく「大声で言うのをはばかって、ひそひ

そものをいう。」という意味であると考えて問題ないだろう。

○『延慶本　平家物語』　第三本　太政入道他界事付様々ノ怪異共有事

太政入道重病ヲ受給ヘリトテ、六波羅ノ辺騒アヘリ。様々ノ祈共始ルト聞ヘシカバ、「サミ

ツル事ヨ」トゾ、高モ賤モサヽヤキツヽヤキケル。病付給ケル日ヨリ、水ヲダニモ喉ヘ入給

ハズ。身中熱スル事、火燃ガ如シ。

　平清盛が重病に陥ったことを聞いた人々が、それ見たことかと、こそこそと言い合ってい

る場面であるため、これも「大声で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。」という意

味であると思われる。

○『狂言記』巻二・七　内沙汰

　「その時に、おれが見ぬかと思ふて、左近と、つゝやき、さゝやき、聞いたぞいやい（新

大系）

　注：「ささやき」に同じ。妻と左近との姦通を匂わせる。和泉流の天理本では「目吸い、

鼻吸いして」などともっと露骨に言う。

　これは、夫が妻に対して、妻と不倫相手がこそこそと何かを話していただろう、と問い詰

めている場面であり、「つつやい」ていたのは妻とその不倫相手であるので、「つつやく」の

意味は「ひそひそものをいう。」だと考えてよいだろう。
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○『古浄瑠璃正本集　第四』　ほうねんき（法然記）

せいし丸、つつしんで　（中略）　と。あそはし給へば。しんか大じん一どうに。さても

やさしき、ちごかなと。かんにたへさせ給ひけり。扨、なかあきらがちやくし、つねは

る。なんじは、いかにとの給へは。とかうの、ことばなく。かほにもみぢを、ひきちら

し。すご 〳 〵としてぞ、いたりける。わかきくぎやう、てん上人。つヾやき、ささやき。

一どにどつとぞ、わらひける。

　これは、上手に和歌を詠んだ「せいし丸」に対して「つねはる」が和歌を詠めなかったこ

とを笑ったという場面であるので、「つつやく」の意味は「不平」や「不満」を言ったとい

うよりも、「ひそひそものをいう。」と捉えるべきである。

4．「つつめく」と「つつやく」の比較
　ここで、3で見てきた「つつめく」と「つつやく」とについて、表の形で簡単にまとめ、

この二つの語の間で使われ方などに違いがないのかどうかを確かめてみたい。

作品 成立年代 表記 かな 意味 状況
『日本霊異記』
上巻第 34

822年頃 当頭き つつめき 蔭で不平を言う。
盗品をそれと知らずに買
ってしまった人が。

『日本霊異記』
中巻第 30

822年頃 当頭き つつめき
大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

聴衆が行基の言動を不審
に思って。

『土佐日記』 935年頃 つつめき つつめき
大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

船頭の歌について客がこ
そこそと言い合った。

『栄花物語』巻八 11世紀 つつめく つつめく
大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

天皇の女性関係について
こそこそと言い合った。

『今昔物語集』
巻第 17第 37話

12世紀
前半

当頭キ つつめき
大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

聴衆が行基の言動を不審
に思って。

『今昔物語集』
巻第 26第 5話

12世紀
前半

云云 ★
大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

使用人が主人の息子にひ
そひそ告げた。

『観智院本類聚名義
抄』法上四九

1241年
奥書

訽

ツヽメク
ツヽヤク
アサムク
ハツ

『観智院本類聚名義
抄』法中六八

1241年
奥書

云云 ツヽヤク

（参考：『黒川本色葉
字類抄』中二八）

當頭 ツヽメク

（参考：『黒川本色葉
字類抄』

中二八／中五三）

二八：云云 ツヽヤク

五三：云云 ウン 〳 〵

ツヽヤク
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　こうして見てみると、「つつめく」と「つつやく」とでは、意味においては、同じ「大声

で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。」というものだとしても、状況から考えて

「つつめく」の方が、それに「不審や不満」が含まれているものが多く、「つつやく」ではど

ちらかというと「嘲ったり侮ったりしていう」という要素が含まれているものが多い、とい

う違いがあるといえるのではないだろうか。

　また、「つつめく」と「つつやく」とははっきりと現れる時代が異なっていて、『栄花物

語』以前が「つつめく」、『愚管抄』以降は「つつやく」であり、『今昔』では「つつめく」

「つつやく」の両方が見られる、ということが分かる。そして、特に「つつやく」について

は、『愚管抄』以降はすべて「そそやく」もしくは「ささやく」とセットになって使われて

いて、慣用句的な言い回しになっているのではないかと考えられる。ただし、『今昔』の

「つつめく」の例がある話は『日本霊異記』と同内容の話なので、この「つつめく」はその

影響で存在しているだけであり、この時代にはもう「つつめく」ではなく「つつやく」だっ

た可能性もある。

5．まとめ
　今回の調査の結果分かったことは、以下の二点である。

　①「つつやく」と「つつめく」は同義語として扱われているが、その意味には微妙な違い

があり、「不平や不満の表明」は「つつやく」よりも、「つつめく」の方に強い要素だと

考えられ、逆に「つつやく」では「嘲弄し侮る」という要素が見られやすい。

　②「つつやく」と「つつめく」とでは現れる時代が異なっていて、平安時代末頃を境とし

て、それ以前は「つつめく」、それ以降は「つつやく」が使われていたと考えることが

できる。

　そして、そもそも今回の調査のきっかけとなった、『今昔』巻第 26第 5話の「云云」の意

味であるが、以上の考察の結果から、これを「蔭で不平を言う」という意味のみとした新大

系の解釈は積極的に支持されるものではないということがはっきりしたと思われる。「つつ

『愚管抄』
巻 5　二條

1220年
ソヽヤキ
ツヽヤキ

そそやき
つつやき

大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

貴族たちが話し合って。

『延慶本　平家物語』
　第三本

14世紀
サヽヤキ
ツヽヤキ

ささやき
つつやき

大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

不特定多数が時の権力者
について噂した。

『狂言記』巻二・七
内沙汰

1660年
つゝやき、
さゝやき

つつやき、
ささやき

大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

不倫関係にある男女の睦
み合い。

『ほうねんき』 1666年
つヾやき、
ささやき

つづやき、
ささやき

大声で言うのをはば
かって、ひそひそも
のをいう。

貴族が子どもを馬鹿にし
てひそひそ言い合った。
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やく」には『日国②』にあるように「大声で言うのをはばかって、ひそひそものをいう。」

という意味があり、今回調べた範囲では、むしろそちらの意味に解釈される用例が多い上に、

「不平や不満の表明」という要素は「つつやく」ではなく「つつめく」に強いものであるの

で、やはり、巻第 26第 5話の「云云」は「つつやく」と読まれるべきであり、「大声で言う

のをはばかって、ひそひそものをいう。」という意味で解釈されるべきだろう。

二─（2）　『今昔物語集』の「キサグ」「クジル」「ヱル」小考 （担当・栗原さよ子）
1．問題点
　『今昔』巻 26の 14話の「 」の漢字について、（1）、（2）のように、キサグ・クジル・ヱ

ルの三つの訓でゆれがみられた。

（1）「瓶ニコソ有ケレ。人ノ骨ナドヲ入テ埋ミタリケルニカ」ト、気六借ク思エケレドモ、

構テ　開テ瓶ノ内ヲ見ニ、金ヲ一瓶入テ埋ケルヲ見付テケレバ（後略）（『今昔 5』

（新日本古典文学大系（以下、新大系）37）62頁）

　　　　　　〔読み〕　　　　　　　〔意味〕

　旧大系　　くじりあけテ　　　　───

　新大系　　きさげあけテ　　　　こじ開けて（注 14）

　旧全集　　くじりあけテ　　　　こじあけて（注 33）

　新全集　　ゑりあけテ　　　　　穴をくり抜いて（注 17）

　集成　　　くじリあケテ　　　　───

（2）然テ居所ニ返テ、皮子開テ、小瓶ノ口ヲ　テ、金百両ヲ取出シテ持行テ（後略）（『今

昔 5』新大系 64頁）

　　　　　　〔読み〕　　　　　　　〔意味〕

　旧大系　　くじりテ　　　　　　───

　新大系　　きさげテ　　　　　　───

　旧全集　　くじりテ　　　　　　───

　新全集　　ゑりテ　　　　　　　───

　集成　　　くじリテ　　　　　　───

　「 」の字について、「日本古典文学大系」（以下、旧大系）・「日本古典文学全集」（以下、

旧全集）・「新潮日本古典集成」（以下、集成）では「クジル」、新大系では「キサグ」、「新日

本古典文学全集」（以下、新全集）では「ヱル」の訓をあてている。本稿では、そのいずれ

の訓が妥当であるかを訓の意味に焦点をあてて検討する。

　具体的手法としては、『今昔物語集』のほかの箇所及び主として平安～鎌倉期の文献にみ

られる「キサグ」、「クジル」、「ヱル」それぞれの訓の用例について意味分析を行い、いずれ

の訓の意味が巻 26・14話の当該箇所の文脈にふさわしいかを判断する。
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2．『今昔物語集』にみられるキサグ・クジル・ヱルとその複合語
2. 1.　『今昔物語集　自立語索引』による用例数

　『今昔物語集　自立語索引』（訓は「旧大系」による）によれば、キサグ・クジル・ヱル及

びその複合語は、以下の通りである。

　キサグとその複合語 0例

　クジルとその複合語 16例（うち、題に含まれるもの 2例）

　　クジリアク　1例、クジリヒラク　1例（共に「 開」）

　　クジリスツ　4例

　　クジリトホス　1例

　　クジリトル　2例

　　クジル　7例（うち、2例が題に含まれる）

　ヱルとその複合語　17例

　　ヱリアラハス　1例

　　ヱリイレ　1例

　　ヱル　14例

　　キザミヱル　1例

　それぞれの訓があてられている漢字についてみると、クジルの漢字に、巻 26の 7話、14

話以外は、「抉」「 」の字が使われている。ヱルの漢字は「彫」「刻」の字である。

2. 2.　『今昔物語集索引』（新大系別巻）による用例数

　一方、『今昔物語集索引』（新大系別巻）では、以下の通りである。

　キサグとその複合語 3例

　　キサグ　1例

　　キサゲアク　2例

　クジルとその複合語 15例（うち、2例は題に含まれる）

　　クジリスツ　4例

　　クジリトホス　1例

　　クジリトル　2例

　　クジル　8例（うち、2例は題に含まれる）

　ヱルとその複合語 18例

　　ヱリアラハス　1例

　　ヱリイル　1例

　　ヱル　15例
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　　キザミヱル 1例

　漢字については、キサグは「 」「 」で、これは旧大系ではクジルとその複合語となっ

ているものである。クジルは、「抉」「 」及び「排」の字、ヱルは、「彫」「刻」の字であっ

た。「排」以外の「抉・ ・彫・刻」の字にクジル・ヱルいずれをあてるかは、校注者の間

で見解がおよそ一致しているようである。「 」「 」をクジル、ヱル、キサグのいずれで読

むのかが現時点での課題となる。

2. 3.　『今昔物語集』にみられるキサグ・クジル・ヱル及びその複合語の例

　以下に、『今昔物語集索引』によってキサグ・クジル・ヱルの訓が当てられている箇所を

挙げる（引用は、「新大系」による。題に含まれる例は除く。「新大系」の記載箇所は、①─
1┉1のように記し、第 1巻─ 1頁─ 1行を表わす）。

〔キサグ〕

（3）然テ居所ニ返テ、皮子開テ、小瓶ノ口ヲ　テ、金百両ヲ取出シテ持行テ、（後略）（巻
26・14話、⑤─64─3、「旧大系」ではクジリ・テと訓ずる。）

〔キサゲアク〕

（4）男、長櫃ヲ塵許　開テ見レバ、長七八尺許ナル猿、横座ニ有リ。（巻 26・7話、⑤─
31─11、「旧大系」では「 」の字、「旧大系」ではクジリヒラキ・テと訓ずる。）

（5）「瓶ニコソ有ケレ。人ノ骨ナドヲ入テ埋ミタリケルニカ」ト、気六借ク思エケレドモ、

構テ　開テ瓶ノ内ヲ見ニ、金ヲ一瓶入テ埋ケルヲ見付テケレバ（後略）（巻 26・14話、

⑤─62─11、「旧大系」ではクジリアケ・テと訓ずる。）

〔クジル〕

（6）重キ咎有テ、波斯匿王此ノ群賊ヲ皆捕ヘテ、各目　リ手足ヲ切テ、高禅山ト云フ山ノ
扶ニ追ヒ棄タリ。（巻 1・38話、①─95─11）

（7）彼ノ太子ノ眼ヲ抉シ所ハ、徳叉尸羅国ノ外、東南ノ山ノ北也。（巻 4・4話、①─305

─6）

（8）（前略）眼ヲ抉テ婆羅門ニ施シ、血ヲ出シテ婆羅門ニ飲シメ、如此クノ有難キ事ヲソ
ラ施シ給フ。（巻 4・17話、①─335─2）

（9）「君、既ニ耳ヲ被搭レタリ。当ニ耳可聾シ。我レ、君ヲ助ケテ、其ノ中ノ物ヲ却ケム」

ト云テ、手ヲ以テ其ノ耳ヲ排ル。（巻 9・34話、②─ 250─ 11、但し、「旧大系」で

は、ヤブ・ルと訓ずる。）

（10）（前略）神ナラバヨモ刀モ立ジヤ。腹ニ突立テ試ン」ト云テ、塵許　ル様ニスルニ、
猿叫テ手ヲ摺ニ、（後略）（巻 26・8話、⑤─40─9）

（11）（前略）遠助ガ出タル間ニ、妻蜜ニ箱ヲ取下シテ開テ見ケレバ、人ノ目ヲ　テ数入レ
タリ。（巻 27・21話、⑤─129─14）
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〔クジリスツ〕

（12）「速ニ太子ノ二ノ眼ヲ抉リ捨テ、太子ヲ国ノ境ノ外ニ可追却シ」（巻 4・4話、①─
302─14）

（13）「我ガ二ノ眼ヲ抉リ捨テ我レヲ可追シ」ト有リ。（巻 4・4話、①─302─16）

（14）（前略）忽ニ旃荼羅ヲ召テ哭々ク二ノ眼ヲ抉リ捨ツ。（巻 4・4話、①─303─2）

（15）（前略）父ノ大王ノ宣旨ニ依テ、二ノ眼ヲ抉リ捨テ国ノ境ヲ追ヒ出サレタレバ、（後
略）（巻 4・4話、①─304─1）

〔クジリトホス〕

（16）池ニハ楲ト云フ物ヲ立テ、打樋ヲ構テ水ヲバ出セバコソ、池ハ持ツ事ニテハ有ルニ、

此レハ堤ヲ　通シテケレバ、漸ク其ノ穴頽レテ広ク成ケル程ニ、（後略）（巻 31・22

話、⑤─488─15）

〔クジリトル〕

（17）其ノ目極テ善カリツレバ、抉リ取テ爰ニ持来タリ。（巻 4・22話、①─344─7）

（18）夫捕ヘテ膝ノ上ニ曳キ臥セテ、眼ヲ抉リ取テ、身ヲバ大路ニ曳捨ツ。（巻 4・22話、

①─345─3）

〔ヱル〕

（19）塔ヲ立ル功徳ハ、只戯レニ石ヲ重ネ、木ヲ彫タルソラ不可思議ナル者也。（巻 4・3

話、①─300─6）

（20）婆羅門ノ云ク、「大王若シ法ヲ聞カムガ為ニ我レヲ供養セムト思サバ、王ノ御身ニ千

所ノ疵ヲ彫テ、其レニ完ノ油ヲ満テヽ灯心ヲ入レテ燃シテ供養セバ、（後略）（巻 5・
9話、①─418─8）

（21）大王婆羅門ノ云ガ如ク身ニ千所ノ疵ヲ彫テ、其レニ完ノ油ヲ満テヽ、上妙ノ細畳ヲ
以テ灯心トシテ火ヲ付テ燃ス。（巻 5・9話、①─419─7）

（22）恵明、具ニ此ノ事ヲ記シテ、石ヲ彫テ納メテケリ。（巻 7・24話、②─133─10）

（23）皇子心ニ思ヒ煩テ、山ノ腹ヲ指テ、其面ニ弥勒ノ像ヲ彫リ奉ラムト為ルニ、力無シ。
（巻 11・30話、③─82─16行）

（24）其時ニ、皇子仰テ巌ノ上ヲ見給フニ、弥勒ノ像、其形チ鮮ニシテ彫リ奉リタリ。（巻
11・30話、③─83─4）

（25）其ノ後、僧彼ノ猿誂ヘシ法花経ヲ不書畢ズシテ、仏ノ御前ノ柱ヲ刻テ籠メ置キ奉ツ。
（巻 14・6話、③─297─13）

（26）「蜜ニ此ノ後ロノ海ノ辺ニ有ル大ナル松ノ木ヲ伐テ、此レヲ船ノ形ニ刻テ、其レニ乗
テ蜜ニ此ヲ出デヽ、（後略）」（巻 16・2話、③─470─12）

（27）（前略）八人シテ此ノ木ヲ伐テ忽ニ刻リツ。此ニ乗テ、此ノ観音ノ像ヲ船ノ内ニ安置
シ奉テ、（後略）（巻 16・2話、③─470─13）
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（28）判官代ヲ馬ヨリ引キ落シテ、刀剣ヲ以テ切リ、弓箭ヲ以テ射、桙ヲ以テ貫キ、足ヲ

切リ、手ヲ折リ、目彫リ、鼻ヲ削リ、口ヲ割キ、段々ニ其ノ身ヲ殺シ伏セツ。（巻
16・③─472─6）

（29）御手ヲ折テ前ニ棄テ、御足ヲ切テ傍ニ置キ、御眼ヲ彫リ、鼻ヲ削リ奉レリ。
（巻 16・3話、③─473─3）

（30）（前略）蕪ノ根ノ大ナルヲ一ツ引テ取テ、其ヲ彫テ、其ノ穴ヲ娶テ婬ヲ成シテケリ。
（巻 26・2話、⑤─6─11）

（31）「此ニ穴ヲ彫タル蕪ノ有ゾ。此ハ何ゾ」ナド云テ、（後略）（巻 26・2話、⑤─7─1）

（32）（前略）此ノ垣ノ内ニ入テ、大キナリシ蕪一ツヲ取テ穴ヲ彫テ、其レヲ娶テコソ、本
意ヲ遂テ垣内ニ投入テシカ」ト云ケルヲ、（後略）（巻 26・2話、⑤─7─16）

（33）次ニ鉾ヲ取テ持来タリ。天井ニ穴彫タリケリ。（巻 29・13話、⑤─325─15）

〔キザミヱル〕

（34）其時ニ、天人是ヲ哀ビ助ケテ、忽ニ此仏ヲ刻ミ彫リ奉ル。（巻 11・30話、③─83─1）

〔ヱリアラハス〕

（35）此寺ハ、弥勒彫顕シ奉テ後、程ヲ経テ、良弁僧正ト云フ人ノ見付ケ奉テ、其後ヨリ
行ヒ始タルゾト人云フ。（巻 11・30話、③─83─9）

3．キサグ・クジル・ヱルの意味分析
　キサグ・クジル・ヱルのいずれかの訓をそれぞれの校注者があてているということは、こ

の 3語が動作動詞として類義関係にあることを示唆している。そこで、本節では、『今昔物

語集』にみられるキサグ・クジル・ヱル及びその複合語の用例（異訓のある字を除く）及び

平安～鎌倉期の作品の用例を用いて各訓の意味分析を行い、相互の意味的な連関（異同）を

明らかにする。意味分析の手法は、野林（1997）を参考にした。

3. 1.　意味分析の方法

　次掲の「意味分析表」を参照されたい。列の左側より意味分類番号（Ⅰ～Ⅳ）、用例番号

（1～ 47）、各用例を置く。各用例は、『今昔物語集』の「 」「 」の字による用例を除く例

及び主として平安から鎌倉期の散文作品から収集したもので、キサグ・クジル・ヱルの意味

に関わって状況を示す表現を含む文（の一部）である。用例の右側の列にキサグ・クジル・

ヱルの意味に関わる 2-a～ 4の意義を置く。1-a, 1-bは、すべての用例にあてはまる共通項

としての意義であるので、表の上では省いてある。

　各用例についてある意義が認められるかどうかをチェックし、ない場合は「─」印、ある

場合はその項目の略称（例：一方向動作→一方向）を入れてある。ややその傾向が認められ

る場合は略称右に△印を付した。
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　ある用例について表を横に見たとき現れる意義の一つ一つは、その用例の語（キサグ・ク

ジル・ヱル）が用いられるときの複数の着眼点といえる。意義の束は、着眼点の複合であり、

多様な事態（ここでは動作）がこの複合によって関連をもって分類される。ある語の「意

味」は、おのおのの意義の束によって捉えられたある状況に対応している。

二─（2）　意味分析表─「キサグ・クジル・ヱル」（栗原さよ子作成）

意義
動作目的 動作性 目的物
2─a 2─b 3─a 3─b 3─c 4

意
味

用
例
番
号 訓

用例 利
用
に
か
な
う
形
状

到
達
の
た
め
の
深
さ

一
方
向
性
動
作

多
方
向
性
動
作

動
作
の
繰
り
返
し

目
的
物
分
離

出典
Ⅰ 1 キサグ 爾（に） 貝比売、岐佐宜

（キサゲ）集（めて）
形状 ─ 一方向 ─ 繰返 分離 古事記（712）上

Ⅰ 2 キサゲキル 犀角・零羊【カマシン】角、
皆刮【キサケ】截【キ】作屑 形状 ─ 一方向 ─ 繰返 分離

医心方天養二年
点（1145）

Ⅱ 3 クジル 重キ咎有テ、波斯匿王此ノ群
賊ヲ皆捕ヘテ、各目　リ手足
ヲ切テ、高禅山ト云フ山ノ扶
ニ追ヒ棄タリ。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
1・38話）

Ⅱ 4 クジル 彼ノ太子ノ眼ヲ抉シ所ハ、徳
叉尸羅国ノ外、東南ノ山ノ北
也。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）

Ⅱ 5 クジル （前略）遠助ガ出タル間ニ、妻
蜜ニ箱ヲ取下シテ開テ見ケレ
バ、人ノ目ヲ　テ数入レタリ。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
27・21話）

Ⅱ 6 クジリスツ 「速ニ太子ノ二ノ眼ヲ抉リ捨
テ、太子ヲ国ノ境ノ外ニ可追
却シ」

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）

Ⅱ 7 クジリスツ 「我ガ二ノ眼ヲ抉リ捨テ我レ
ヲ可追シ」

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）

Ⅱ 8 クジリスツ （前略）忽ニ旃荼羅ヲ召テ
哭々ク二ノ眼ヲ抉リ捨ツ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離

今昔物語集（巻
4・4話）

Ⅱ 9 クジリスツ （前略）父ノ大王ノ宣旨ニ依
テ、二ノ眼ヲ抉リ捨テ国ノ境
ヲ追ヒ出サレタレバ、（後略）

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・4話）

Ⅱ 10 クジリトル 其ノ目極テ善カリツレバ、抉
リ取テ爰ニ持来タリ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離

今昔物語集（巻
4・22話）

Ⅱ 11 クジリトル 夫捕ヘテ膝ノ上ニ曳キ臥セテ、
眼ヲ抉リ取テ、身ヲバ大路ニ
曳捨ツ。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
4・22話）

Ⅱ 12 クジル 截【キ】レ（り）耳（を）截
【キ】 レ（り） 鼻（を） 挑
【クじ】（り）レ眼（を）─
【】内ハ訓

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
岩淵本願経四分
律平安初期点
（810頃）
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Ⅱ 13 ホリクジル この馬のしわざにやとて、壁
にかきたるに馬の目をほりく
じりてけり。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
古今著聞集・11・
385（1254）

Ⅱ 14 クジル 烏しだいにつゝきて、うへに
のぼりて、目をくじらむとし
けるとき

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
古今著聞集・20・
697

Ⅱ 15 クジル （前略）眼ヲ抉テ婆羅門ニ施
シ、血ヲ出シテ婆羅門ニ飲シ
メ、如此クノ有難キ事ヲソラ
施シ給フ。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今 昔 物 語（巻
4・17話）

Ⅱ 16 ヱル 判官代ヲ馬ヨリ引キ落シテ、
刀剣ヲ以テ切リ、弓箭ヲ以テ
射、桙ヲ以テ貫キ、足ヲ切リ、
手ヲ折リ、目彫リ、鼻ヲ削リ、
口ヲ割キ、段々ニ其ノ身ヲ殺
シ伏セツ。

─ 深さ 一方向 ─ ─ 分離
今昔物語集（巻
16・3話）

Ⅲ 17 クジル 闇の夜に出て、穴をくじり、
かひ間見、まとひあへり。

─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
竹取物語（9c末
～ 10c初）

Ⅲ 18 クジル （前略）神ナラバヨモ刀モ立
ジヤ。腹ニ突立テ試ン」ト云
テ、塵許　ル様ニスルニ、猿
叫テ手ヲ摺ニ、（後略）

─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
今昔物語集（巻
26・8話）

Ⅲ 19 クジリトホ
ス

池ニハ楲ト云フ物ヲ立テ、打
樋ヲ構テ水ヲバ出セバコソ、
池ハ持ツ事ニテハ有ルニ、此
レハ堤ヲ　通シテケレバ、漸
ク其ノ穴頽レテ広ク成ケル程
ニ、（後略）

─ 深さ 一方向 ─ ─ ─
今昔物語集（巻
31・22話）

Ⅲ 20 クジル かべの穴いさゝかありけるを、
くじりて、「ここもとに寄り
給へ」と呼び寄せて

─ 深さ 一方向 ─ ─ ─ 篁物語（10c末）

Ⅲ 21 ヱル 次ニ鉾ヲ取テ持来タリ。天井
ニ穴彫タリケリ。 ─ 深さ 一方向 ─ ─ ─

今昔物語集（巻
29・13話）

Ⅳ 22 ヱル 心葉、紺瑠璃には五葉の枝、
白きには梅をえ（ゑ）りて、
（後略）

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
源氏物語・梅枝
（1001～ 1014）

Ⅳ 23 ヱル 彫（ヱ）レル楹（ハシラ）、
鏤（チリハ）メタル。 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 3┉299（1099）

Ⅳ 24 ヱリホル 工匠與往（キ）テ力ヲ盡（シ）
テ鐫（ヱ）リ鑿（ホ）ルコト
凡（ヘ）テ一旬ヲ經、

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 4┉36

Ⅳ 25 ヱル 二序（ノ）文（ヲ）［於］金
石（ニ）鐫（リテ） 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 7┉52

Ⅳ 26 ヱル 豊碑ヲ樹（テ）テ斯（ノ）序
記（ヲ）鐫（ヨ→注にヱの誤
とある）ラムトス

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 7┉288

Ⅳ 27 ヱリトル 人 〴 〵仏を見奉れば、左右の
股を新しく彫り取りたり 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

古本説話集・下・
53（1130年頃か）
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Ⅳ 28 ヱル 塔ヲ立ル功徳ハ、只戯レニ石
ヲ重ネ、木ヲ彫タルソラ不可
思議ナル者也。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
4・3話）

Ⅳ 29 ヱル 大王婆羅門ノ云ガ如ク身ニ千
所ノ疵ヲ彫テ、其レニ完ノ油
ヲ満テヽ、上妙ノ細畳ヲ以テ

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
5・9話）

灯心トシテ火ヲ付テ燃ス。
Ⅳ 30 ヱル （前略）王ノ御身ニ千所ノ疵

ヲ彫テ、其レニ完ノ油ヲ満
テヽ灯心ヲ入レテ燃シテ供養
セバ、（後略）

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
5・9話）

Ⅳ 31 ヱル 恵明、具ニ此ノ事ヲ記シテ、
石ヲ彫テ納メテケリ。 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

今昔物語集（巻
7・24話）

Ⅳ 32 ヱル 御手ヲ折テ前ニ棄テ、御足ヲ
切テ傍ニ置キ、御眼ヲ彫リ、
鼻ヲ削リ奉レリ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・3話）

Ⅳ 33 ヱル 其ノ後、僧彼ノ猿誂ヘシ法花
経ヲ不書畢ズシテ、仏ノ御前
ノ柱ヲ刻テ籠メ置キ奉ツ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
14・6話）

Ⅳ 34 ヱル （前略）蕪ノ根ノ大ナルヲ一
ツ引テ取テ、其ヲ彫テ、其ノ
穴ヲ娶テ婬ヲ成シテケリ。

形状 ─ ─
多方向
△

繰返 ─
今昔物語集（巻
26・2話）

Ⅳ 35 ヱル 「此ニ穴ヲ彫タル蕪ノ有ゾ。
（後略）

形状 ─ ─
多方向
△

繰返 ─
今昔物語集（巻
26・2話）

Ⅳ 36 ヱル （前略）大キナリシ蕪一ツヲ
取テ穴ヲ彫テ、其レヲ娶テコ
ソ、本意ヲ遂テ垣内ニ投入テ
シカ」ト云ケルヲ、（後略）

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
26・2話）

Ⅳ 37 ヱル その後、經をばかきおはらず
して、寺の佛前の柱をゑりて、
その中に奉納してさりぬ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
古今著聞集・20・
680

Ⅳ 38 ヱル 井上ノ内親王ヲ穴ヲヱリテ獄
ヲツクリテコメマイラセナン
ドセシカバ

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─ 愚管抄・7（1220）

Ⅳ 39 ヱリアラハ
ス

此寺ハ、弥勒彫顕シ奉テ後、
程ヲ経テ、良弁僧正ト云フ人
ノ見付ケ奉テ、其後ヨリ行ヒ
始タルゾト人云フ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）

Ⅳ 40 ヱル 皇子心ニ思ヒ煩テ、山ノ腹ヲ
指テ、其面ニ弥勒ノ像ヲ彫リ
奉ラムト為ルニ、力無シ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）

Ⅳ 41 ヱル 其時ニ、皇子仰テ巌ノ上ヲ見
給フニ、弥勒ノ像、其形チ鮮
ニシテ彫リ奉リタリ。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
11・30話）

Ⅳ 42 キザミヱル 其時ニ、天人是ヲ哀ビ助ケテ、
忽ニ此仏ヲ刻ミ彫リ奉ル。 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

今 昔 物 語（巻
11・30話）

Ⅳ 43 ヱル 舟ヲ刳（ヱ）リ、木ニ絃（ツ
ル）ハケテ天下ヲ威（リシメ
テ）

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 6┉153
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3. 2.　各「意義」の内容

　抽出された「意義」は以下の通りである。

　1道具と対象　1-a　道具使用
1-b　対象物の有無

　2動作目的　　2-a　利用にかなう形状
2-b　到達のための深さ

　3動作性　　　3-a　一方向性動作
3-b　多方向性動作
3-c　動作の繰り返し

　4目的物分離

　次に各「意義」について説明する。

3. 2. 1.　道具使用・対象物の有無

　キサグ・クジル・ヱルは互いに類義の動作動詞である。互いの意味の共通項として見出さ

れたのが、1-a「道具使用」と 1-b「対象物」である。いずれの語も、人が道具（手指も道具

の一つとみなされる）を用いて対象となる物に変化を加えるという状況に用いられうる。ど

のように道具を用いるかについては、他の意義が明らかにする。

3. 2. 2.　動作目的

　道具を使った動作の目的に関わる意義である。2-aは、動作の目的が、対象物の形状を目

的に沿って何らか変化させることにあるとみられるもの、2-bは、動作の目的が、対象物に

Ⅳ 44 ヱル 用テ豊琬ヲ彫（リテ）長ク茂
則ヲ垂（ル）、 形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─

興福寺本大慈恩
寺三蔵法師伝古
点 9┉33

Ⅳ 45 ヱル 「蜜ニ此ノ後ロノ海ノ辺ニ有
ル大ナル松ノ木ヲ伐テ、此レ
ヲ船ノ形ニ刻テ、其レニ乗テ
蜜ニ此ヲ出デヽ、（後略）」

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・2話）

Ⅳ 46 ヱル （前略）八人シテ此ノ木ヲ伐
テ忽ニ刻リツ。此ニ乗テ、此
ノ観音ノ像ヲ船ノ内ニ安置シ
奉テ、（後略）

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
今昔物語集（巻
16・2話）

Ⅳ 47 ヱル  「いかゞこれ程の重寶をさう
なうはゑらすべき」とて、三
井寺の大進僧正覚宗に仰て、
壇上にた（ッ）て、七日加持
してゑらせ給へる御笛也。

形状 ─ ─ 多方向 繰返 ─
平家物語・4・大
衆揃（13c前）

※意義 1a, 1bは、すべての用例の動詞が例外なく有するので、表の上では省略する。
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目的到達のための深さまで変化を加えることにあるとみられるものである。

　2-aの例としては、（36）のヱルの例が挙げられよう。もらった竹で笛を作るという場面で

ある。動作目的からして笛の形状そのものが問題であり、深さという要素は考慮されない。

（36）七日加持してゑらせ給へる御笛也（平家、用例番号（以下、番号）47）

　2-bの例としては、（37）のクジルの例が挙げられる。かべに穴をあけて向こう側の人物

と話をするという場面である。この場合、穴の形状そのものに注意は払われにくく、貫通す

るまでの深さが問題である。

（37）かべの穴いさゝかありけるを、くじりて、「こゝもとに寄り給へ」と呼び寄せて（後
略）（篁物語、番号 20）

3. 2. 3.　動作性

　類義の 3語の動作は、錐状の道具、ナイフ状の道具などで深く、あるいはある形状に対象

物を変化させるのであるが、その具体的な動きには 3-a, b, cの三つにパターン化できる要素

が見出される。

　3-a「一方向性動作」は、目的を達するための深さが問題となる状況で現れやすい。ある

一定の方向に向かって動作を継続する。（38）がその一つの例である。眼をクジルためには、

顔に対してほぼ垂直方向に目的の深さまで道具を入れると考えられる。

（38）父ノ大王ノ宣旨ニ依テ、二ノ眼ヲ抉リ捨テ国ノ境ヲ追ヒ出サレタレバ（番号 9）

　3-b「多方向性動作」は、目的を達するための形状が問題となる状況で現れやすい。（36）

のように、ある動作を様々の方向に、あるいは様々の箇所で動作する必要があるのが典型的

な状況である。

（36）七日加持してゑらせ給へる御笛也（平家、番号 47）

　3-c「動作の繰り返し」は、あるパターン化された動作が目的達成まで繰り返し行われる

とみなされるかどうかという意義である。（36）では、繰り返しのある動作と見なされるが

（37）では、繰り返しのない（一回性の）動作とみなされる。（36）は、刃物状の道具で様々

な箇所を繰り返し彫るような動作が想像されるが、（37）は、かべにみつけた穴をさらに道

具で貫通させる（大きくする）という場合、パターン化される動作の繰り返しは、考えにく

い。ぐいぐいと深く連続的に道具を差し込んでいくような動作ではないか。

（36）七日加持してゑらせ給へる御笛也（平家、番号 47）

（37）かべの穴いさゝかありけるを、くじりて、「こゝもとに寄り給へ」と呼び寄せて（後
略）（篁物語、番号 20）

3. 2. 4.　目的物分離

　「目的物分離」は、結果としての目的物が、動作前の対象物から分離するかどうかに関わ
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る意義である。（36）の例では目的物は分離していないが、（39）では、変化前のかたまりか

ら分離した「屑」が目的であって、「屑」でない残った角のかたまりは、目的物ではないこ

とに注意されたい。

（36）七日加持してゑらせ給へる御笛也（平家、番号 47）

（39）犀角、零羊【カマシシ】角、皆刮【キサケ】截【キ】作屑（医心方天養二年点、番
号 2）

以上の意義の束によって、47例の用例を分析した結果、状況パターンとして、意味Ⅰ～Ⅳ

が見出された。それらを以下で考察する。

3. 3.　用例の意味分類

　意味Ⅰ～Ⅳを意義によって以下にまとめる。意義 1（道具と対象）は、すべての用例に該

当する（共通項である）ので省く。右端（　）内に該当する用例の語を挙げ、その後に用例

数を付す（キサグ、クジルの複合語は、キサグ・クジルに含める）。さらに下の行に典型的

な具体的状況を仮に表現しておく。

意味Ⅰ：2［利用にかなう形状］、3［一方向性動作］［動作繰り返し］、4［目的物分離］（キ

サグ 2例）

　　　　　《硬いものを削って粒・粉を作る》

意味Ⅱ：2［到達のための深さ］、3［一方向性動作］、4［目的物分離］（クジル 13例、ヱル
1例（番号 16））

　　　　　《顔から目をえぐる（えぐりとる）》

意味Ⅲ：2［到達のための深さ］、3［一方向性動作］（クジル 4例（番号 17～ 20）、ヱル 1例

（番号 21））

　　　　　《壁などに貫通した穴をあける》

意味Ⅳ：2［利用にかなう形状］、3［多方向性動作］［動作繰り返し］（ヱル 26例）

　　　　　《ある形状のものを削ったり彫（掘）ったりして作る》

　意味Ⅰはキサグのみが該当した。意味Ⅱと意味Ⅲは、クジルが主だが、例外的にヱルも 1

例ずつ該当した。意味Ⅳは、ヱルの用例のみである。以下では、それぞれの意味を具体的に

用例を挙げながらみていく。

3. 3. 1　意味Ⅰ　《硬いものを削って粒・粉を作る》

　前掲の（39）や下の（40）の用例内容から明らかなように、貝や角といった非常に硬いも

のを恐らくは鋭利な道具で削るようにしたと思われる。削って粉や粒状になったものが目的

物である（意義 4［目的物分離］）。この場合、動作の目的は、目的の深さまで動作するので

なく、対象物を形状変化させる、つまり「かたまり」から「細かい粒状、粉状」にすること
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にあるとみられる（意義 2［利用にかなう形状］）。貝や角を削るような動作は、通常、一方

向に繰り返しなされる傾向が強いものと思われる（意義 3［一方向性動作］）。

（40）爾（に） 貝比売、岐佐宣（キサゲ）集（めて）（古事記、番号 1）

3. 3. 2.　意味Ⅱ　《顔から目をえぐる（えぐりとる）》

　意味Ⅱに該当する用例は、「目」を取り出す状況を描いている。従って、目的物（目）が

対象物（顔）から分離する（意義 4［目的物分離］）。ほとんどが人間の目であるが、（41）

のように壁に描かれた「馬の目」もある。

　具体的動作としては、顔に対して垂直に道具を入れることが想定される（意義 3［一方向

性動作］）。この場合、目を取り出すのに充分な深さが重要である（意義 2［到達のための深

さ］）。

　意味Ⅱにはクジルのほか、複合語のクジリスツとクジリトルとホリクジルがある。いずれ

の場合も、目を顔から取り出すプロセスであるが、クジリスツでは、「クジリ─」に目を取

り出すまでのプロセスが意味的に含まれている。しかしクジリトルの「クジリ─」は取り出

すまでのプロセスは含まれず、取り出すことの意味は「─トル」が担っていると考えられる。

ホリクシルは、描かれた馬の目を壁からほって取り除く意味で用いられたのであろう。

（38）父ノ大王ノ宣旨ニ依テ、二ノ眼ヲ抉リ捨テ国ノ境ヲ追ヒ出サレタレバ、（番号 9）

（41）この馬のしわざにやとて、壁にかきたるに馬の目をほりくじりてけり（著聞集、番
号 13）

　（42）はヱルが意味Ⅱで用いられた例である。

（42）判官代ヲ馬ヨリ引キ落シテ、刀剣ヲ以テ切リ、弓箭ヲ以テ射、桙ヲ以テ貫キ、足ヲ

切リ、手ヲ折リ、目彫リ、鼻ヲ削リ、口ヲ割キ、段々ニ其ノ身ヲ殺シ伏セツ。（番号
16）

　ヱルは意味Ⅳの状況で用いられやすいが、意味Ⅱで用いられる理由は明らかでない。但し、

後続文で仏の体が、判官代がされたと同じように傷ついていたのが分かった場面で、（43）

の描写がある。

（43）御手ヲ折テ前ニ棄テ、御足ヲ切テ傍ニ置キ、御眼ヲ彫リ、鼻ヲ削リ奉レリ。（番号
32）

　書き手は、（42）の場面でも、人間でない仏の像が傷つけられた状態、つまり目を浅くえ

ぐる、あるいは削り取る様子を想定したのかもしれない。しかし、そうだとしても意義 2の

［利用にかなう形状］が問題にならないとすると意味Ⅳに含めることも難しい。

3. 3. 3.　意味Ⅲ　《壁などに貫通した穴をあける》

　用例（37）、（44）のように、ある壁などの側面に穴をあける例がほとんどである。
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（37）かべの穴いさゝかありけるを、くじりて、「こゝもとに寄り給へ」と呼び寄せて（篁
物語、番号 20）

（44）池ニハ楲ト云フ物ヲ立テ、打樋ヲ構テ水ヲバ出セバコソ、池ハ持ツ事ニテハ有ルニ、

此レハ堤ヲ　通テケレバ、漸ク其ノ穴頽レテ広ク成ケル程ニ（番号 19）

　このような場合、道具を概ね一方向に、目的を達するまで深く（対象物に垂直に）動かし

ていくであろう。この動作目的（意義 2［到達のための深さ］）及び動作性（意義 3［一方向

性動作］）については意味Ⅱと共通である。

　異なるのは、目的の対象物が「目」のように分離するのではない点である。

　（44）も穴であるが、堤に水を通す穴を掘るという状況である。このような大きな穴の場

合は、個々の動作は、繰り返し性があり、現代でいうシャベル状の道具などで穴の上下左右

の土を取り除いていくのであろう。しかし、描写の仕方は、ミクロ的に個々の動作を描いて

いるのではなく、「クジリトホス」という表現によって、目的達成に必要な深さまで掘り進

む比較的長い時間のプロセスを一つの動作として捉えているものと思われる。従って、穴を

一方向に、貫通するまで掘り進むということは意義 2では［到達のための深さ］、意義 3で

は、［一方向性動作］となる。

　5例中 4例はクジルが用いられているが、（45）は、唯一ヱルの例である。天井に作った

穴から鉾をさしおろす目的があることから、対象物の形状よりも深さが問題ではないだろう

か（意義 2［到達のための深さ］）。なぜこの状況でクジルでなく、意味Ⅳに多いヱルが用い

られているのか明らかでない。天井という対象物の性質上（天井が薄い）、穴の形状により

視点が置かれたのだろうか。

（45）次ニ鉾ヲ取テ持来タリ。天井ニ穴彫タリケリ。（番号 21）

3. 3. 4.　意味Ⅳ　《ある形状のものを削ったり彫（掘）ったりして作る》

　意味Ⅳは、ヱルのみが該当する。ある形状のものを作るので、目的を達するためには深さ

ではなく形状が問題となる（意義 2［利用にかなう形状］）。形状の種類には、いくつかある。

パターン化して示すと、①浅いくぼみを彫るタイプ（番号 22～ 32）、②ある程度深い穴を

彫るタイプ（番号 33～ 38）、③ある形状の作品を彫るタイプ（番号 39～ 47）である。

　浅いくぼみを彫るタイプ（①）の一例は、（46）のような用例である。（46）は、ある内容、

具体的には字を石に彫ることである。

（46）恵明、具ニ此ノ事ヲ記シテ、石ヲ彫テ納メテケリ。（番号 31）

　ある程度深い穴をほるタイプ（②）は、（47）のような例である。

（47）井上ノ内親王ヲ穴ヲヱリテ獄ヲツクリテコメマイラセナンドセシカバ（愚管抄、番
号 38）

　この場合、出来上がった穴は、獄として利用される目的があるので、意味Ⅱ、Ⅲの意義で
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ある［到達のための深さ］より、どのような形状、大きさの穴かが問題になると思われる

（意義 2［利用にかなう形状］）。

　更に意味Ⅲでみられた、壁にあける「穴」（貫通して側面の向こう側と空間が連続する）

と比較すると、意味Ⅳの「穴」は、貫通しない「底のある穴」がほとんどである。つまり日

本語の「あな」は、（48）、（49）の例文から分かるように二つのタイプの「あな」を意味す

る。

（48）壁に穴をあける。（貫通する穴）

（49）地面に穴を掘る。（底のある穴）

　ある形状の作品をほるタイプ（③）とは、例えば（50）のような例である。

（50）蜜ニ此ノ後ロノ海ノ辺ニ有ル大ナル松ノ木ヲ伐テ、此レヲ船ノ形ニ刻テ、其レニ乗
テ蜜ニ此ヲ出デヽ（番号 45）

　（50）は、松ノ木を船の形に作ることである。ほかに笛（番号 47）、豊琬（「琬」は、かど

のない圭。（天子が有徳の諸侯を称するとき用いる宝石。）『新撰漢和辞典　新版』）（番号
44）を作る例がみられた。このような作品の場合、典型的な「あな」はできないが、彫るこ

とでできるくぼみ、へこみも、浅くはあるが、「底のある穴」と同種の形状とみなすことが

できる。

　①から③のいずれのタイプにせよ、意味Ⅳの状況における動作は、ある形状に仕上げるた

めに、道具を上下左右、いろいろな角度に動かしながら、何度も同じ動作を繰り返すとみら

れる（意義 3［多方向性動作］［動作の繰り返し］）。

3. 4.　用例分類のまとめ

　全 47例は、3項目 6種（意義 1は除く）の意義によって 4つの意味に分類された。意味

は、意義の束によって互いの連関を明らかにされ、ある語が用いられる状況を示している。

以下のように、おおよそ状況のパターン（意味Ⅰ～Ⅳ）にそれぞれの訓、キサグ・クジル・

ヱルが対応している。

　意味Ⅰ→キサグ

　意味Ⅱ・Ⅲ→クジル

　意味Ⅳ→ヱル

意味Ⅱと意味Ⅲは、意義 4（目的物分離］）のみが異なっている、かなり意味の類似性の高

いものである。意味Ⅱ、意味Ⅲそれぞれにヱルの用例が一例ずつあることについては、今後

の検討課題としたい。また、意味Ⅰに該当するキサグの用例が少なかったので、今後用例が

さらに収集・分析されることが望ましい。平安～鎌倉期のキサグの使用実態がどうであった

か（死語化に向かっていたか）なども考察の余地がある。
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4．巻 26・14話の「 」が表わす状況と妥当な訓の推測
4. 1.　場面状況の推測

　巻 26・14話の「 開テ」、「 テ」の現れる箇所の状況を推測・判断し、3で分析した各

訓の意味のいずれに合うかを検討し、妥当な訓を推測する。

　まず考察に必要な箇所を掲げる。頁、行は新大系による。

（51）主此ヲ見ニ、可為方覚エザリケレバ、底ハ白砂ニテ、浅キ小河ノ流タリケルニ下立

テ、鞭ノ崎ヲ以テ、水ノ底ノ砂ヲ此彼搔立リケレバ、鞭ノ崎ニ黄ナル物ノ有ケルヲ、

何ゾト思テ搔廻スニ、円ナル物ニテ鞭ノ被廻ケレバ、和ラ砂ヲ搔去テ促レテ見ニ、小

瓶ノ口ニ見成シツ。

　　　「瓶ニコソ有ケレ。人ノ骨ナドヲ入テ埋ミタリケルニカ」ト、気六借ク思エケレド

モ、構テ　開テ瓶ノ内ヲ見ニ、金ヲ一瓶入テ埋ケルヲ見付テケレバ、（中略）此瓶ヲ

和ラ抜出テ、極テ重キヲ念ジテ懐ニ引入テ、衣ノ袖ヲ絶、腹ニ結付テ後、従者共ノ許

ニ歩ミ寄テ云ク、（後略）（62頁 10～ 15行）

（52）然テ居所ニ返テ、皮子開テ、小瓶ノ口ヲ テ、金百両ヲ取出シテ持行テ、（64頁 3

行）

　当該箇所が表現している描写内容について主に 62頁 10～ 15行の方を考察してみる。描

写に不明な点が残るが、（小）瓶の形状・大きさ、口の形状・大きさ、口を塞いでいた物の

素材や形状、「キサグ・クジル・ヱル」ために使った道具（素手）などが問題だと考えられ

る。これらの点について、以下の A～ Cのようなことが推測される。

　A）　（小）瓶の大きさ：人が抱えられるくらいの大きさ。

　B）　口の形状：広口（「かめ」は一般に「つぼ」に比べて口が広い）。

　C）　口を塞いでいた物：当時一般的なのは、カメと同じ材質の「焼きもの」や「木」の

ふた、和紙を被せて紐でしばるというもの。しかし、瓶の蓋は、現代のビンの蓋よ

うなしっかりと固定して本体から離れない蓋ではなく、和紙を紐で縛る以外は、容

易に蓋がずれたりはずれたりするものであろうから、当該箇所の内容からは、蓋は

すでになく、水中で土か砂が入り込んでいたのではないか。

　「 開（アク）」の動作を、上のようなことを前提に推測する。「円ナル物」は「小瓶の口」

であって「蓋」でないことが注目される。「蓋」がない状態とすれば、砂の中から瓶の口が

まず見つかって（瓶本体がどれくらい見えていたかは不明）それをキサグ／クジル／ヱルと

いうことをして、そのあと瓶本体を（川底から）抜き出したことになる。

　瓶の口は、蓋でなく、砂か土で塞がれていたと推測するのは、キサグ・クジル・ヱルのい

ずれの意味から考えても不自然ではないと思われ、逆に、材料が陶器であっても木であって

も和紙であっても、その蓋を取るための動作としては問題の三つの訓は、すでに意味分析し

た内容から分かるとおり、ふさわしくないものと思われる。さらに、複合動詞「～アク」の
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アクの意味からも、蓋がない状況を想定することは可能である。『日本国語大辞典　第 2版』

では、

（53）あける【明・開・空】

　 1　隔てや、おおいなど、ふさいであるものを除く。閉じてあるものを開く。

　 2　そこを占めているものを取り除く。

イ）ふさいでいるものを除いたり、間を広げたりして空間や時間の間隔をつくる

（「心なし、道あけ侍りなんよ」源氏・蜻蛉、「此櫃を、刀のさきして、みそかに

あなをあけて」宇治拾遺 10）。

ロ）中に入っているものや人を外に出す。出してからにする。また、器の中のものを

他に移す（「ウツワモノヲ aquru」日葡辞書）。

　とあり、 2のイ）またはロ）の意味では、土のようなものを取り除く意味でアクが使える

ものと思われる。

4. 2.　訓の推測

　本分析では、瓶の中に土あるいは砂が入っていたと判断し、それを取り除く動作を中心に

考察をすすめる。

　手にしていたのは「鞭」であるが、鞭の先で行ったのか素手で行ったのかあるいは別の道

具を使ったのか定かでない。いずれにしても、砂か土が瓶の内部のある程度の深さまで入り

込んでいたと考えられる。それを見て登場人物は、骨でも入っているのかと思う。そこで

土・砂を取り除こうとする。すなわち動作目的は、中に入っているものが確認できる（見え

る）までの深さに土・砂を除去することであり、瓶あるいは瓶の中の土・砂をどういう形状

に作るかということではない（意義 2［到達のための深さ］）ことが推測される。この場面

では、「ほる」ような動作が行われたのではないか。したがって動作は、［一方向性動作］

（意義 3）と考えられる。ここまでの条件を考慮すると、この状況は、意味Ⅲに最も近い。

　ただ、壁などと異なり、瓶の中の土・砂は「軟らかい」、「厚みがある」といった特徴があ

るため、何度も道具を差し入れて、土・砂を取り除いたと考えると［動作の繰り返し］の意

義が認められうる。そうだとすると、意味Ⅲの典型的な《壁などに貫通した穴をあける》と

はずれがある。しかし、

意味Ⅰ（キサグ）の《硬いものを削って粒・粉を作る》：意義 2［利用にかなう形状］、意

義 4［目的物分離］

意味Ⅱ（目をクジル）の《顔から目をえぐる（えぐりとる）》：意義 4［目的物分離］

意味Ⅳ（ヱル）の《ある形状のものを削ったり彫（掘）ったりして作る》：意義 2［利用

にかなう形状］、意義 3［多方向性動作］

　との不一致と比較すると、意味Ⅲに近似の状況と捉えるのが最も妥当であると思われる。
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意味Ⅲの典型的な状況を抽象化すると、「目的を達するまでほる」という動作目的及び動作

が浮かび上がるが、問題の場面は、それに合致するからである。さらにいえば、金が見つか

ったところが壁でいえば貫通しきったところであり、目的の深さに到達したという点では、

「貫通」と通じる状況であると考えてよい。

　尚、巻 26・7話でも、「 」（新大系、キサゲ─）あるいは「 」（旧大系、クジリ─）の

字が用いられている箇所がある（（54））。ここは、『宇治拾遺物語』下 119に同じ説話があり、

『今昔』の（54）に対応する箇所は、（55）のように表現されている。

（54）男、長櫃ヲ塵許　開テ見レバ、長七八尺許ナル猿、横座ニ有リ。（新大系。旧大系で

は「 」と表記。）

（55）さる程に、この櫃を、刀の先してみそかに穴をあけて、あづま人見ければ、まこと

にえもいはず大きなる猿の、丈七八尺ばかりなる、（中略）横座に寄り居たり。（新大系）

　『今昔』で「長櫃ヲ塵許 開テ」の箇所は、『宇治拾遺物語』では、「この櫃を、刀の先し

てみそかに穴をあけて」と表現されており、比較的薄い側面を刀の先を使って恐らくは、錐

で穴をあけるような動作を行ったのであろう。結果、「貫通した穴」ができたことになる。

この通りの描写を『今昔』でも意図していたとすると、（54）の「 開テ」の意味は、クジ

ルの例が多い意味Ⅲにあたる。このことは、問題の「 」、「 」の字がどのような意味で使

われるかを考える上で、一つの有力なデータである。

　時間を経た後、皮子から瓶を取り出す場面の（52）についても推測してみる。もし、皮子

から取り出した瓶にまだ土・砂がそのまま残っていたとしたら、一連の動作は、瓶が水中に

ある（51）の場面と基本的に同様であったろうと推測される。そしてその可能性が高い。な

ぜなら、もし土・砂を除去してあったら、類義の三つの動作動詞キサグ・クジル・ヱルのい

ずれも必要ない動作ということになる。単に金百両をつかむ、すくうなどして取り出したで

あろうからである。

　以上のことをまとめると、（51）、（52）から推測される動作は、意味Ⅲの典型的状況に最

も近く、キサグ・クジル・ヱルのうち、意味Ⅲに該当する用例に多かったクジルが最も妥当

であると推測される。従って、「 」はクジルの訓であると考えるのが最も妥当ではないか

と思われる。

　巻 26・14話と共通の意味Ⅲの意義

　　意義 1a［道具使用］

　　　　1b［対象物］

　　　　2b［目的を達するための対象の深さ］

　　　　3a［一方向性動作］

　　　　4 ［目的物分離］

　巻 26・14話と異なる可能性がある意味Ⅲの意義



182

　　　　3c［動作の繰り返し］

5．まとめ
　本稿では、『今昔物語集』の中でキサグ・クジル・ヱルの 3訓で揺れている「 」につい

て、意味分析の結果に基づいて最も妥当と思われる訓を推測した。

　意味分析の結果から、巻 26・14話の「 」の出現箇所が表現する状況は、意味Ⅰから意

味Ⅳの状況のうち、意味Ⅲに最も類似することが推測された。意味Ⅲに該当した 5例うち多

くはクジルの訓であるので、「 」もクジルと訓ずる妥当性が高いと思われる。ただし、意

味Ⅲにはヱルの例も 1例あったので、それについては今後、精査していきたい。

　また、「 」について、漢字そのものの問題（異体字など）としても検討していきたいと

考えている。

三　おわりに

　本稿では、『今昔物語集』巻 26について、5つの注釈書における訓釈の異同一覧表を提示

し、そこで訓にゆれのある語彙について、中古・中世の用例と比較しながら、語義を検討し

つつ、『今昔』での訓を考察した。2つの語彙とも用例が少ないものであったので未詳部分

もなお残ったが、より妥当な訓の可能性と従来より詳しい語義の考察ができたと思われる。

　2─（1）では、次のような語史が明らかになった。

　「ツツメク→ツツヤク（云々）→（中世・慣用化）ソソヤキツツヤク→ササヤキツツヤ

ク・ツツヤキササヤク」

また、ツツヤク単独用法は「云々」という表記と強く結びついていて一時的ないしごく限定

された使用がうかがえること（古辞書と今昔）、中古語彙としてはツツメク、中世語彙とし

てはツツヤク（ないしその複合表現）という時代的交代が見て取れ、『今昔』はその交代時

期にあること、『今昔』の事例は、中古語と見れば「頭当ツツメク」もあるので中古語ツツ

メクで読む可能性もあるが、「云々」の訓としてはツツヤクが優先的に考えられるであろう

こと、などが明らかになった。

　2─（2）では、キサグ・クジル・ヱルの語義的相違がこれまで以上に細分化して解釈可能

となった。『今昔』の当該箇所では、意義分析からはクジルの可能性が高いと推定された。

その結論については、今回紙幅の都合で割愛しているが、 とその異体字関係にある漢字お

よびこれらの訓をもつ種々の異体字における訓と意味用法に関する調査からも、 がクジル

と読まれる可能性が高いことが裏付けられる（栗原調査、その報告は機会を改める）。また、

キサグの意味に《硬いものを削って粒・粉状にする》がより明確に指摘できたが、そのこと

は、その語源として、キザ─ム・コソ─グという、形態上「k─ s（z）─動詞化接尾辞」と
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いう共通性が指摘でき、それらの語形とも同源性が高いことが見通せることとなる。つまり、

これらキサグ・キザム・コソグは、

　　祖形「＊k─ s─（グ・ム）」→キサグ・キザム・コソグ

という異形態関係にある同源類義語と把握できよう（辞書類では、『小学館古語大辞典』「こ

そぐ」（語誌：田島毓堂氏）が、「きさぐ」は「こそぐ」に転じたと解する）。（このほか、意

味と形態から類義語のケヅルが問題となり、zと dの相違は別語源と一般にはみなされるが、

『岩波古語辞典』「きざむ」では語源として「キザはキダ（段・分）と同根。区切りをつけて、

切り分ける意》」として、ザ行─ダ行で異なるキダ（段・分、切れ・刻み目）を同源に挙げ

ているのは、キダハシ・キザハシ（階・段）の異音関係の存在とも併せると、極めて示唆的

である。）

　それらを視野に入れれば、今回は『今昔』での異訓がなかったので取り上げなかった類義

語ウガツ・キザム・ケズル・コソグ・ホルなど、いわば《掘削》語彙の比較は、また次の課

題でもあることとなる。

　今後も、古代語の語彙と文体の史的研究として、また、『今昔』の研究として、今回のよ

うな研究を継続していくことが必要と思われる。今回提示した訓釈異同表はそのような研究

のためも有効であろう。『今昔』巻 26の他の異同箇所や他の巻についても、今後継続して取

り上げていく予定である。

【2─（1）「ツツメク・ツツヤク」参考文献】
遠藤嘉基・春日和男（校注）（1967）『日本靈異記』（日本古典文學大系 70）岩波書店
出雲路修（校注）（1996）『日本霊異記』（新日本古典文学大系 30）岩波書店
中田祝夫（校注・訳）（1975）『日本霊異記』（日本古典文学全集 6）小学館
中田祝夫（校注・訳）（1995）『日本霊異記』（新編日本古典文学全集 10）小学館
菊池靖彦・木村正中・伊牟田経久（校注・訳）（1995）『土佐日記　蜻蛉日記』（新編日本古典文学
全集 13）小学館

萩谷朴（著）（1967）『土佐日記全注釈』角川書店
山中裕・秋山虔・池田尚隆・福長進（校注・訳）（1995）『栄花物語①』（新編日本古典文学全集

31）小学館
岡見正雄・赤松俊秀（校注）（1967）『愚管抄』（日本古典文學大系 86）岩波書店
北原保雄・小川栄一（編）（1990～ 1996）『延慶本平家物語』本文編上　索引編上・下　勉誠社
橋本朝生・土井洋一（校注）（1996）『狂言記』（新日本古典文学大系 58）岩波書店
横山重（校訂）（1965）『古浄瑠璃正本集　第四』角川書店
中田祝夫・峰岸明（共編）（1977）『色葉字類抄研究並びに総合索引』風間書房
正宗敦夫（編纂校訂）（1954～ 1955）『類聚名義抄』風間書房
稲賀敬二・竹盛天雄・松本洋介（監修）（1999）『簡明日本文学史』第一学習社
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【2─（2）「キサグ・クジル・エル」参考文献】
小林信明（編）（1974）『新選漢和辞典　新版』小学館
上田英代・村上征勝・今西裕一郎・樺島忠夫・上田裕一（編）（1994～ 1996）『源氏物語語彙用例
総索引　自立語篇　第五巻』勉誠社
大坪併治（1961）『訓点語の研究』風間書房「岩淵本願経四分律平安初期点」
岡見正雄・赤松俊秀（校注）（1967）『愚管抄』（日本古典文学大系 86）岩波書店
木之下正雄（1974）『源氏物語用語索引　下巻』国書刊行会
国広哲弥（1982）『意味論の方法』大修館書店
倉野憲司・武田祐吉（1958）『古事記 祝詞』（日本古典文学大系 1）岩波書店
高木市之助（他）（校注）（1959）『平家物語　上』（日本古典文学大系 32）岩波書店
築島裕（1965）『興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点の国語学的研究　訳文篇』（財）東京大学出版会
築島裕（1966）『興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点の国語学的研究　索引篇』（財）東京大学出版会
永積安明・島田勇雄（校注）（1966）『古今著聞集』（日本古典文学大系 84）岩波書店
野林正路（1997）『語彙の網目と世界像の構成　─構成意味論の方法─』岩田書院
堀内秀晃・秋山虔（校注）（1997）『竹取物語　伊勢物語』（新日本古典文学大系 17）岩波書店
正宗敦夫（編）（1935）『医心方　一』（日本古典全集）日本古典全集刊行会
増田繁夫・長野照子（編）（1975）『宇治拾遺物語総索引』清文堂
三木野紀人・浅見和彦・中村義雄・小山内一明（校注）（1990）『宇治拾遺物語　古本説話集』（新
日本古典文学大系 42）岩波書店
宮島達夫（編）（1971）『古典対照語い表』笠間書院
柳井滋・室伏信助・鈴木日出男・藤井貞和・今西裕一郎（編）（1999）『源氏物語索引』（新日本古
典体系別巻）岩波書店
柳井滋（他）（校注）（1961）『源氏物語　三』（日本古典文学大系 16）岩波書店

【共通参考文献】（二章の参考文献は上記を参照）
山田孝雄・山田忠雄・山田英雄・山田俊雄（校注）（1961～ 1962）『今昔物語集』（日本古典文學大
系 24, 25）岩波書店
小峯和明・森正人（校注）（1994～ 1996）『今昔物語集』（新日本古典文学大系 36, 37）岩波書店
馬淵和夫・国東文麿・今野達（校注・訳）（1972～ 1974）『今昔物語集』（日本古典文学全集 22, 23）
小学館
馬淵和夫・国東文麿・稲垣泰一（校注・訳）（2000～ 2001）『今昔物語集』（新編日本古典文学全集

36, 37）小学館
阪倉篤義・本田義憲・川端善明（校注）（1978～ 1984）『今昔物語集　本朝世俗部』（新潮日本古典
集成　第 29回）新潮社

馬淵和夫（監修）（1971～ 1981）『今昔物語集文節索引』笠間書院
馬淵和夫（監修）・有賀嘉寿子（編）（1982）『今昔物語集自立語索引』笠間書院
小峯和明（編）（2001）『今昔物語集索引』（新日本古典文学大系別巻 4）岩波書店
日野資純（2007）「『急ギ行ク／急ギテ行ク』等の区別──今昔と源氏を中心に──」『国語と国文
学』84┉10、ほか日野氏の近年の今昔関係のご論文。
日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部（編）（2000～ 2002）『日本国語大辞典
第二版』小学館
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大野晋・佐竹昭広・前田金五郎（編）（1992）『岩波古語辞典　補訂版』岩波書店
中田祝夫・和田利政・北原保雄（編）（1983）『古語大辞典』小学館
中村幸彦・岡見正雄・阪倉篤義（編）（1982～ 1999）『角川古語大辭典』角川書店
諸橋轍次（著）　鎌田正・米山寅太郎（修訂）（1989～ 1990）『大漢和辞典修訂第二版』大修館書店
宮島達夫（編）（1971）『古典対照語い表』笠間書院

［付記1］本稿 2章での語義比較は、安部の指導のもと、研究会参加学生の討議を踏まえ各執筆担
当者がまとめ、訓釈異同一覧表作成は次の学生が分担し、安部・伊藤が取りまとめた。
　共同研究参加学生と担当
○語義比較執筆　（1）伊藤真梨子、（2）栗原さよ子（いずれも参加学生との討議を踏まえる）
○訓釈異同表作成＝研究会参加学生（50音順）
　大学院院生（伊藤真梨子・上原和美・栗原さよ子・塩田雄大・吉田沙織）
　学部生（岩波瑛子・杉山愛子・姫野英理子）
［付記2］本稿は、次の科学研究費による研究成果の一部でもある。平成 19年度科学研究費「『今
昔物語集』の KWIC作成の原理的問題とその意味・文法論的利用の可能性」（代表：鈴木泰・東京
大学大学院教授、課題番号 17520293）。

ENGLISH SUMMARY
　On the definition and kun-rendering of“云々”（tsutsuyaku: ‘to whisper’）and“ ”（kujiru: ‘to 
dig’）in accordance with the list of Kun-renderings in the Konjaku Monogatarishú, vol. 26.

ABE Seiya & ITO Mariko, edit.
In making the list of kun-renderings for vol. 26 of the Konjaku Monogatarishū, we examined the method of 
researching kun-renderings.  As a case study, the following two examples were selected- “云々” and “ ”. 
We were able to clarify that these lexical items, both from vol. 26, should be read as follows- “云々”
（tsutsuyaku: ʻto whisperʼ）and “ ”（kujiru: ʻto digʼ）
　Key Words: kun-rendering, tsutsuyaku（ʻto whisperʼ）, kujiru（ʻto digʼ）, Konjaku-Monogatarishú vol. 26, a 
lexicon from the Chúko era
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別表　『今昔物語集　巻二六』注釈書訓釈異同表

　　『今昔物語集　巻二六』注釈書訓釈異同表の凡例

　①対照した注釈書は次の五書である。

新・旧日本古典文学大系（岩波書店）、新・旧日本古典文学全集（小学館）、日本古典集成

（新潮社）

　②異同の対照表は、新大系を基準として、左側の欄より次のように掲載してある。

　「巻数、話数、新大系頁、新大系行、新大系の本文、（その次から各注釈の訓で）旧大系の

訓、新大系の訓、旧全集の訓、新全集の訓、集成の訓」（行数は題辞前空白は二行とし、後

は直ぐ本文に続くとする）

　③対象としたのは、原則、漢字部分の訓の相違するところを対象とした。そのため、本文

漢字表記の異同がある部分も対象となっている。それぞれの本文が新大系と異なる場合は、

各注釈書の欄に、それぞれの本文表記も括弧に入れて掲示した。なお、漢字の訓釈の相違を

問題としたので、本文の相違でも、片仮名部分のみが相違する場合は原則として対象となっ

ていない。

　④それぞれの注釈書で読みがふされていない場合やその漢字の部分は、「─」で訓のない

ことを示した。

　　②③④の例──

26 20 83 5 其ニ （共）─ニ そこニ （共）ともニ （共）ともニ （共）─ニ

　⑤本文の欠字や欠落部分は、「□」などで示した。

　⑥諸本によって該当部分のない場合は、「×」などで示した。
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『今昔物語集』巻 26　五注釈書　異訓異同表
巻 話 頁 行 本文（新大系） 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成

『今昔物語集』巻 26第 1話
26 1 4 3 若子 みづご みづこ わかご わかご ──
26 1 4 3 爴取 つかみとれる つかみとる つかみとる つかみとる つかミ─ル
26 1 4 4 七美 しつみ しづみ しつみ しつみ しつみ
26 1 4 4 若子 みづご みづこ わかご わかご わくご
26 1 4 6 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ぶも
26 1 4 9 宿ヌ やどりしヌ やどりヌ やどりヌ やどりヌ ─リヌ
26 1 4 9 女子 によし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 1 4 10 大路 おほぢ おほち おほぢ おほぢ おほぢ
26 1 4 10 宿タル やどりしタル やどりタル やどりタル やどりタル ─リタル
26 1 4 12 宿タル やどりしタル やどりタル やどりタル やどりタル ─リタル
26 1 4 12 来タル きたりタル ─タル きタル きタル ─タル
26 1 4 12 持タル もタル もちタル もちタル もちタル もチタル
26 1 4 13 奪フ ばフ うばフ ばフ ばフ うばフ
26 1 4 13 不被奪 ばはれじ うばはれじ ばはれじ ばはれじ ─ハレジ
26 1 4 14 罵テ のリテ のりテ のりテ のりテ ののしリテ
26 1 4 14 噉ヒ くヒ くらヒ くヒ くヒ くらヒ
26 1 4 16 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 1 4 16 泣ノミ なきにノミ なきにノミ なきにノミ なきにノミ ─キノミ
26 1 5 1 宿人 やどりしタル─ やどりびと やどりうど やどりうど やどりうど
26 1 5 4 養ヒ立テ ─ヒたテ ─ヒたてテ やしなヒたてテ やしなヒたてテ ─ヒ─テ
26 1 5 9 聞ユレ ─ユレ ─ユレ きこユレ きこユレ ─エシ
26 1 5 13 来ニケル きたりテケル ─ニケル きニケル きニケル ─ニケル

26 1 5 16 養ヒ立ツレバ ─ヒたツレバ やしなヒたてツ
レバ

やしなヒたツレ
バ

やしなヒたツレ
バ ─ヒ─ツレバ

26 1 6 2 噉ヒ くヒ くらヒ くヒ くヒ くらヒ
26 1 6 3 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう しゆくほう
26 1 6 3 父子 ── ── ふし ぶし ──
26 1 6 3 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ

『今昔物語集』巻 26第 2話
26 2 6 6 方（題辞） ─に かたに かたに かたに ─ヘ
26 2 6 6 行者（題辞） ─きし─ ゆくもの ゆくもの ゆくもの ─ク─
26 2 6 6 生（題辞） しやうぜる うむ しやうずる しやうずる ─ム
26 2 6 10 大路 おほぢの おほちの おほぢの おほぢの おほぢノ
26 2 6 10 辺ニ ほとりニ ほとりニ ほとりニ わたりニ ほとりニ
26 2 6 14 女子 によし をむなご をむなご をむなご ──
26 2 6 15 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 6 16 行テ あるきテ ありきテ ありきテ ありきテ ─キテ
26 2 7 2 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 7 3 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 7 4 経ルニ へたルニ ふルニ ふルニ ふルニ ─ルニ
26 2 7 5 女子 によし ── をむなご をむなご をんなご
26 2 7 8 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 7 9 辺ニ ほとりニ ほとりニ ほとりニ あたりニ ほとりニ
26 2 7 9 不見 みず みず みず みず ─エズ
26 2 7 9 経ル へたル ─ル ふル ふル ─ル
26 2 7 10 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 2 7 12 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 2 7 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 2 8 3 極テ きはめテ きはめテ きはめテ きはめテ ─ジキ
26 2 8 9 見合セムト ──セト みあはセムト みあはセト みあはセト ──ハセムト
26 2 8 11 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
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26 2 8 11 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ ──
26 2 8 13 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 2 8 13 此ヲ見テ 男、此ヲ見テ 此ヲ見テ 此ヲ見テ 此ヲ見テ 男此ヲ見テ
26 2 8 14 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 2 8 14 宿世 すくせ ── しくせ しくせ すくせ
26 2 9 1 男女 なんによ をとこをむな なむによ なむによ ──
26 2 9 2 生ケル しやうじケル うみケル うみケル うみケル ─ミケル

『今昔物語集』巻 26第 3話
26 3 9 5 因幡河 ─ノ─ いなばがは いなばのかは いなばのかは ──
26 3 9 5 流 ながセル ながス ながす ながす ──
26 3 9 6 因幡河 いなばの─ いなばがは いなばのかは いなばのかは いなばのかは
26 3 9 7 河 ─ノ かはの かはの かはの かは
26 3 9 8 食ナドシテ じきナド くひナド じきナド じきナド ─ヒナド
26 3 9 8 有ナル あるナル あんナル あんナル あんナル ─ルナル
26 3 9 9 行ケドモ ─ケドモ ありケドモ ゆケドモ ゆケドモ ─ケドモ
26 3 9 12 不浮デ うかデ うかデ うかばデ うかデ ─カデ
26 3 9 13 上ニケレバ のぼりニケレバ あがりニケレバ のぼりニケレバ のぼりニケレバ のぼリニケレバ
26 3 9 15 壊レ こぼレ こぼレ やぶレ やぶレ ─レ
26 3 9 15 不浮デ うかデ うかデ うかばデ うかデ ─カデ
26 3 9 15 浮テ うかびテ うきテ うきテ うきテ ─カビテ

26 3 9 16 逃去テ （迯）のがれさり
テ にげのきテ のがれさりテ のがれさりテ （迯）のがレ（出）

でて
26 3 10 1 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 3 10 3 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
26 3 10 3 燃畢ニケレバ もえつきニケレバ もえはてニケレバ もえはてニケレバ もえつきニケレバ ─エはテニケレバ

26 3 10 4 燃死ニケリ （焼死）やけしニ
ケリ やけしにニケリ もえしニケリ （焼死）やけしニ

ケリ （焼）ケ─ニケリ

26 3 10 5 燃テ （焼）やけテ やけテ （燃）もえテ （焼）やけテ ─ケテ
26 3 10 5 死ヌル しにヌル しヌル しヌル しヌル ─ヌル
26 3 10 7 火難 ─の─ くわなん ひのなん ひのなん ──
26 3 10 7 溺テ おほほれテ おほほれテ おほほれテ おほほれテ おぼレテ
26 3 10 7 童人 わらはの─ わらはびと わらはのひと わらはびと わらはひと
26 3 10 8 短クテ ひきクテ みじかクテ みじかクテ みじかクテ ─クテ
26 3 10 9 引タリケレバ ひかへタリケレバ ひきタリケレバ ひきタリケレバ ひきタリケレバ ─カヘタリケレバ
26 3 10 9 被引テ ひかれテ ひかれテ ひかへられテ ひかへられテ ─カレテ
26 3 10 10 思ヘケレバ おもひケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ ─エケレバ
26 3 10 12 干ケル ひるナル ひケル ひるナル ひケル ひル
26 3 10 12 出来レバ いできケレバ いでくレバ いでくレバ いできケレバ ─デ─ケレバ
26 3 10 13 直ク ただしク うるはしク うるはしク うるはしク うるはシク
26 3 10 13 落畢ナバ おちつきナバ おちはてナバ おちはてナバ おちはてナバ ─チはテナバ
26 3 10 14 ツヽ暗 ─くら ─やみ ─やみ ─やみ ─やみ

26 3 10 14
不見ヘリケレ
バ（ヘ：送仮名）

（みえ（ヘ）ざ）
リケレバ

みえ（ヘ）ざリ
ケレバ

みえ（ヘ）ざリ
ケレバ

みえ（ヘ）ざリ
ケレバ ─エザリケレバ

26 3 10 14 落シテ おちシテ おとシテ おちシテ おちシテ おちシテ
26 3 10 16 為タル しタル ─タル ゐタル ゐタル （居）─タル
26 3 10 16 不及 およばぬ およばず およばぬ およばぬ ─バヌ
26 3 11 1 生タル おひタル おひタル をひタル をひタル ─ヒタル
26 3 11 2 上タラム のぼりタラム あがりタラム のぼりタラム のぼりタラム のぼりタラム
26 3 11 3 動カバ はたらカバ はたらカバ うごカバ うごカバ はたらカバ
26 3 11 4 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
26 3 11 4 観音 ── くわんおん くわんおむ くわんのむ ──
26 3 11 4 方 はう かた かた かた かた
26 3 11 5 免ム のがれム まぬかれム のがれム のがれム のがレム
26 3 11 6 免レム のがれム まぬかレム のがレム のがレム ─レム
26 3 11 7 音 こえ こゑ こゑ こゑ こゑ
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26 3 11 7 此ハ ─ハ こハ （是）こレハ こハ ─レハ
26 3 11 9 有メレ あるメレ あんメレ あるメレ あむメレ ─ルメレ
26 3 11 11 引ベキ ひくベキ ひかふベキ ひかふベキ ひかふベキ ─カフベキ
26 3 11 12 方 はう ─ かた かた ──
26 3 11 13 云合ドモ いひあへれドモ いひあへドモ いひあへれドモ いひあへれドモ ─ヒ─ヘドモ
26 3 11 13 暫 しばらく しばし しばらく しばらく ─ク
26 3 11 15 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 3 11 16 縄 つな ─ なは なは （繩）─
26 3 11 16 来テ きたりテ きテ きテ きテ ─テ

26 3 12 1 念奉テ ねんじ─テ ねんじたてまつ
りテ

ねむじたてまつ
りテ

ねむじたてまつ
りテ ─ジ─リテ

26 3 12 3 不動リケル はたらかざリケ
ル

はたらかざリケ
ル うごかざリケル うごかざリケル ─カザリケル

26 3 12 4 生タル いきタル いきタル いきタル いクル ─キタル
26 3 12 4 方々 はうばう かたかた かたがた かたがた かたがた
26 3 12 5 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう

『今昔物語集』巻 26第 4話
26 4 12 10 若（題辞） ─カリシ わかき わかき わかき ─
26 4 12 10 行（題辞） ゆける ゆく ゆく ゆく ─

26 4 12 11 藤原明衡 ─のあきひら ふじはらのあき
ひら

ふぢはらのあき
ひら

ふぢはらのあき
ひら ─あきひら

26 4 12 11 可然キ しかるべキ さるべキ しかるべキ しかるべキ しかルベキ
26 4 12 13 其 そこ そこ そ そこ そ
26 4 12 14 家主 ─のあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 4 12 15 小屋 ちひさき─ こや こや こや ──
26 4 12 15 己 おの おの おのれ おのれ おの
26 4 12 16 臥所 ふす─ ふしどころ ふしどころ ふしど ふしどころ
26 4 13 3 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ
26 4 13 4 不来 きたらざる こぬ きたらざる きたらざる ─ザル
26 4 13 4 虚歩 そらあるき そらありき そらありき そらありき そらあるき
26 4 13 9 不見 みず みえず みえず みえず ─エズ
26 4 13 13 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 4 13 13 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ ──
26 4 13 13 不来 きたらじ こじ きたらじ きたらじ ─タラジ
26 4 13 14 娥キ うるはしキ なつかしキ うるはしキ よキ うるはシキ
26 4 14 3 入違ヘ ─たがヘ いりたがヘ ひとたがヘ ひとたがヘ ひとたがへ
26 4 14 3 為スル ─スル ─スル ─スル （す）スル しタル
26 4 14 9 者 ─ ─ ものに ものに ─に
26 4 14 9 候フ ─フ さぶらフ さむらフ さぶらフ ─フ
26 4 14 10 御セ おはしマセ おはセ おはしまセ おはしまセ ─シマセ
26 4 14 10 殆 ほとほど ほとほど ほとほど ほとほど ほとほト
26 4 14 10 仕リ つかまつリ つかまつリ つかまつリ つかうまつリ ─リ
26 4 14 10 候ヒヌ ─ヒヌ ─ヒヌ さむらヒヌ さぶらヒヌ ─ヒヌ
26 4 14 11 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 4 14 11 候ヒツル さぶらひツル ─ヒツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 11 臥所 ふす─ ふしどころ ふしどころ ふしど ふしどころ
26 4 14 11 候ツレ さぶらひツレ さぶらひツレ さむらひツレ さぶらひツレ ─ヒツレ
26 4 14 11 候ツル さぶらひツル ─ツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 13 漏入タル もりいりタル もれいりタル もりいりタル もりいりタル ─リ─リタル
26 4 14 13 候テ さぶらひテ さぶらひテ さむらひテ さぶらひテ ─ヒテ
26 4 14 14 蜜男 まをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ みそかをとこ
26 4 14 14 此ノ様 かくやう ─ノやう こノやう かやう かやう
26 4 14 14 着タル ─タル ─タル きタル きタル （著）きタル
26 4 14 14 不来 きたらじ こじ きたらじ きたらじ ─タラジ
26 4 14 14 仕リ つかまつり つかまつり つかまつり つかうまつり ─リ
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26 4 14 15 緩 たゆみ ゆるへ たゆみ たゆみ たゆミ
26 4 14 15 候ツル さぶらひツル さぶらひツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 4 14 15 極テ きはめテ きはめテ きはめテ きはめテ ─ジキ
26 4 14 16 見付テ ─つけデ みつけテ みつけテ みつけテ ──ケテ
26 4 14 16 仕リ つかまつリ つかまつリ つかまつリ つかうまつリ ─リ
26 4 14 16 候ハム ─ハム ─ハム さむらハム さぶらハム ─ハム
26 4 14 16 心 むね こころ こころ こころ こころ
26 4 15 1 緩テ たゆみテ ゆるひテ たゆみテ たゆみテ ─ミテ
26 4 15 1 思ケル おぼえケル おもひケル おぼえケル おぼえケル ─ヒケル

26 4 15 2 藤原公業 ──のきむなり ふじはらのきん
なり

ふぢはらのきむ
なり

ふぢはらのきむ
なり ──きんなり

26 4 15 5 云ヒ いふト ─ヒ いふト いふト ─ヒ
26 4 15 5 賤所 あやしの─ あやしのところ あやしのところ あやしのところ あやしどころ
26 4 15 7 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ
26 4 15 7 然 しか さ しか しか しカ
26 4 15 8 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう

『今昔物語集』巻 26第 5話
26 5 15 12 陸奥（題辞） ── みちのく みちのおく みちのおく ──
26 5 15 12 府官（題辞） ──ノ ふくわん ふくわんの ふくわんの ──
26 5 15 13 陸奥 むつ みちのく みちのおく みちのおく みちのく
26 5 15 15 館 たち たち たち たち やかた
26 5 15 15 去 さり のき さり さり ─リ

26 5 16 1 財可伝 たからつたふべ
き

たからつたふべ
き

たからをつたふ
べき

たからをつたふ
べき

たから──フベ
キ

26 5 16 2 産ン うまム うまン むまン むまン ─マン
26 5 16 3 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 5 16 3 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 5 16 3 産バ、 うめバ うめバ むめバ むめバ ─メバ

26 5 16 6 継母不見 ままははにまみ
えじ ままははみじ ままははにみえ

じ
ままははにみえ
じ

ままははニ─エ
ジ

26 5 16 7 厳 いつくし いつくしかり いつくし いつくし いつくシ
26 5 16 8 怱サ いそがしサ いそがしサ いそがはしサ いそがはしサ いそがシサ
26 5 16 9 不審 いぶかしさ いぶかしさ おぼつかなき おぼつかなき おぼつかなさ
26 5 16 9 同心 ── おなじこころ おなじこころ おなじこころ どうじん
26 5 16 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 16 14 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 5 16 15 奇異ノ ──ノ きいノ きいノ きいノ あさまシク
26 5 17 1 女子 によし をむなご をむなご をむなご をむなご
26 5 17 1 持タレ もタレ もちタレ もちタレ もちタレ もチタレ
26 5 17 1 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 5 17 3 鰥 やもめ やもめ やもを やもを やもを
26 5 17 3 来居テ きたりゐテ きゐテ きたりゐテ きたりゐテ ──テ
26 5 17 4 政テ まつりごちテ まつりごちテ まつりごちテ あらためテ まつりごチテ
26 5 17 5 父介 ─のすけ ちちすけ ちちのすけ ちちのすけ ちちノすけ
26 5 17 6 此ノ かくノ ─ノ かク かク かク
26 5 17 10 愚遣リ （思）おもひ─リ ─やリ （思）おもひやリ（思）おもひやリ（思）おもひやリ
26 5 17 9 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ──
26 5 17 12 死トモ しぬトモ しぬトモ しストモ しストモ ─ストモ
26 5 17 13 御館 ─たち みたち おほむたち おほむたち みやかた
26 5 17 15 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 17 15 候ハムヤ ─ハムヤ ─ハムヤ さむらハムヤ さぶらハムヤ ─ハムヤ
26 5 17 16 キ つれなキ つらキ くはしキ つらキ つらキ
26 5 17 16 つれなし つらし くはし つらし ──シ
26 5 17 16 候ニ さぶらふニ さぶらふニ さむらふニ さぶらふニ ─フニ
26 5 18 1 御顧 ─かへりみ ─かへりみ おほむかへりみ おほむかへりみ おんかへりみ
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26 5 18 1 生死モ いくともしぬとモ いきしにモ いくともしすとモ いくともしすとモ いきしにモ
26 5 18 1 候ヘ ─ヘ さぶらヘ さむらヘ さぶらヘ ─ヘ
26 5 18 1 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 18 2 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン ─ハン
26 5 18 2 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 5 18 3 吉日 よき─ きちにち よきひ よきひ よキ─
26 5 18 4 強縁 がうえん がうえん がうニえん がうえん がうえん
26 5 18 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 6 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 18 6 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 5 18 7 養 やしなふ やしなひ やしなふ やしなふ ─フ
26 5 18 7 忝ク かたじけなク かたじけなク （参）まゐリ （参）まゐリ かたじけなク
26 5 18 8 御サンズル おはしまサムズル おはサンズル おはサンズル おはサンズル ──サンズル
26 5 18 9 介殿 すけのとの すけのとの すけのとの すけのとの すけどの
26 5 18 9 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき さルベキ
26 5 18 14 御前 ── ごぜん おほむまへ おほむまへ ──
26 5 18 14 何ガ いかにカ いかガ いかガ いかガ いかガ
26 5 18 15 然 しか さ しか しか さ
26 5 18 16 朝 つとめて つとめて あした あした つとめて
26 5 19 2 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 2 賢ニ かしこげニ さかしらニ かしこげニ かしこげニ かしこげニ
26 5 19 2 候ツル さぶらひツル さぶらひツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 5 19 2 候ヘバ ─ヘバ ─ヘバ さむらヘバ さぶらヘバ ─ヘバ
26 5 19 3 候ツル さぶらひツル ─ツル さむらひツル さぶらひツル ─ヒツル
26 5 19 4 候フニ ─フニ ─フニ さむらフニ さぶらフニ ─フニ
26 5 19 4 不御 おはせず おはせず おはせざる おはせざる ─セズ
26 5 19 5 候ナン さぶらひナム さぶらひナン さむらひナン さぶらひナン ─ヒナン
26 5 19 5 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 19 5 御許シ ──シ ──シ おほむゆるシ おほむゆるシ おんゆるし
26 5 19 5 候ハヾ ─ハヾ ─ハヾ さむらハヾ さぶらハヾ ─ハバ
26 5 19 5 不騒 さわがず さわがしからず さわがしからず さわがしからず ─ガズ
26 5 19 5 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 19 6 候 さぶらはむ さぶらふ さむらはむ さぶらはむ ─フ
26 5 19 7 打被 うちかつげ うちかづけ うちかつげ うちかつげ うちかづケ
26 5 19 8 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 8 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 5 19 10 心 むね ─ こころ こころ ─
26 5 19 10 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 11 小弓 ちひさき─ こゆみ こゆみ こゆみ ──
26 5 19 11 提テ ひさげテ ひさげテ ひさげテ ひさげテ さゲテ
26 5 19 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 11 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきたりテ よりきテ ─リ─テ
26 5 19 12 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 13 徒然気 さうざしげ つれづれげ つれづれげ つれづれげ さびしげ
26 5 19 13 行セ あるかセ ありかセ ありかセ ありかセ あるカセ
26 5 19 14 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 14 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち をぢち
26 5 19 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 19 16 云云 つつやく ─ つつやく いひのく つつやク
26 5 20 2 曳将 ひきもて ひきゐて ひきゐて ひきゐて ひキゐテ
26 5 20 2 来ヌ きたりヌ きヌ きたりヌ きたりヌ きタリヌ
26 5 20 2 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 2 射立テ ─たテ いたてテ いたてテ いたてテ ──テテ
26 5 20 3 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 20 4 小胡録 ちひさきやなぐひ こやなぐひ こやなぐひ こやなぐひ 小サキやなぐひ
26 5 20 4 出来タリ いできタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
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26 5 20 4 有 ありし ある ある ある ─ル
26 5 20 6 去 さり のき さり さり さリ
26 5 20 8 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 20 9 将入テ ゐていれテ ゐていりテ ゐていりテ ゐていりテ ─て─りテ
26 5 20 9 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばシ
26 5 20 10 打思テ うちおぼえテ うちおぼえテ うちおもひテ うちおもひテ うちおぼエテ
26 5 20 10 厳ク いつくしク いつくしク いつくしク いつくしク いつシク
26 5 20 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 14 不堪カシ たへずカシ たへじカシ たへじカシ たへじカシ ─ヘジカシ
26 5 20 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 20 15 外様 よそ─ ほかざま ほかざま ほかざま ほかざま
26 5 20 16 殺テン ころしテム ころしテン ころしテン ころすラン ─シテン

26 5 20 16 踏。周テ （踏固）ふみかた
めテ ふむ。あわてテ （踏周）ふみあわてテ

（踏周）ふみあわ
てテ

（踏固）ふミかた
メテ

26 5 21 2 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さリげ
26 5 21 3 何ニ いかニ なにニ いかニ いかニ いかニ
26 5 21 4 女子 によし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 5 21 4 男子 なんし ── をのこご をのこご ──
26 5 21 5 女子 によし ── をむなご をむなご ──
26 5 21 5 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 21 7 来ニ きたりニ ─ニ きたりニ きニ ─タリ
26 5 21 7 塗籠 ──リ ぬりごめ ぬりごもリ ぬりごもリ ──リ
26 5 21 9 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 21 10 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 21 11 急 いそぎ いそぎ きふニ いそぎ ─ギ
26 5 21 13 押懸テ おしかけテ おしかかりテ おしかけテ おしかけテ ─シかケテ
26 5 21 13 不思 おぼえず おもはず おぼえず おぼえず おぼエズ
26 5 21 14 数度 すど あまたたび すど すど すど
26 5 21 14 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 5 21 15 押廻シ おしめぐらシ おしまはシ おしめぐらシ おしめぐらシ おしめぐラシ
26 5 21 15 々々 ── おしまはし おしめぐらし おしめぐらし ──ラシ
26 5 21 16 何方 いづれのかた いづかた いづかた いづかた いづかた
26 5 21 16 病人 やめる─ ── びやうにん びやうにん ──
26 5 22 3 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 22 4 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 5 候ラン さぶらふラム さぶらふラン さむらふラン さぶらふラン ─フラン
26 5 22 6 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 6 候ニ さぶらふニ ─ニ さむらふニ さぶらふニ ─フニ
26 5 22 6 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 5 22 7 死人 しにし─ ── しにん しにん ──
26 5 22 9 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 9 怖シ気 ─シげ おそろシげ おそろシげに おそろシげに ─シ─
26 5 22 9 不云ソ いひソ いひソ いはずシテ いひソ ─ヒソ
26 5 22 11 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 22 12 不埋ケレ うづまざりケレ うづみざりケレ うづまざりケレ うめざりケレ ─マザリケレ
26 5 22 13 此 ─ これ ここ ここ ─レ
26 5 22 15 此 この この これ これ ─ノ
26 5 22 16 心 むね ─ こころ こころ ─
26 5 22 16 掻寄タレ かきよりタレ かきよせタレ かきよせタレ かきよせタレ ─キ─セタレ
26 5 23 1 煖タル あたたまりタル あたたまりタル あたたまりタル あたたカ也 あたたマリタル
26 5 23 2 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 23 3 宛テ あテ あてテ あてテ あてテ あテテ
26 5 23 4 験 げ しるし しるし しるし しるし
26 5 23 5 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 5 23 6 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばシ
26 5 23 6 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ─
26 5 23 6 験 げ ─ しるし しるし ─



『今昔物語集』訓釈語彙考

193

26 5 23 7 咽 のむど のむど のむど のむど のど
26 5 23 8 潤ヌラン うるひヌラム うるひヌラン うるひヌラン うるひヌラン うるほヒヌラン
26 5 23 10 見開タレ ─ひらきタレ みあけタレ みひらきタレ みひらきタレ ──キタレ
26 5 23 10 何ニモ いどこニモ いかニモ いどこニモ いどこニモ いかニモ
26 5 23 12 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ─
26 5 23 15 不見 みせず みえず みせず みせず ─セズ
26 5 23 15 舎人男 とねりの─ ─── とねりをのこ とねりをのこ ───
26 5 23 16 追次テ おひつづきテ おひつづきテ おひつづきテ おひつづきテ ─ヒつギテ
26 5 24 1 然々 しか─ しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 24 2 此 ここ ここ これ ここ ─レ
26 5 24 3 不云バ （いはず） いはねバ いはねバ いはねバ ─ハズ
26 5 24 3 例様 れいのやう れいざま れいのやう れいのやう ─ノ─
26 5 24 4 妻夫 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 5 24 5 粥 しるかゆ かゆ しるかゆ しるかゆ かゆ
26 5 24 6 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 5 24 6 此 ここ ここ これ ここ ─コ
26 5 24 7 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 24 9 然テモ さテモ さテモ さるにテモ さるにテモ ─テモ
26 5 24 10 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 11 来ツル きたりツル ─ツル きたりツル きツル ─ツル
26 5 24 11 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 13 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 24 13 此 ─ この これ これ ─レ
26 5 24 13 謀 はかりごと はかりこと はかりこと はかりこと はかりごと
26 5 24 15 返々ス かへすかへス かへすがへス かへすがへス かへすがへス ─ス─ス
26 5 24 16 食セ くはセ くはセ （云）いはセ （云）いはセ 食ハセ
26 5 24 16 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 24 16 共モ どモ ─モ どもモ どモ ─モ
26 5 24 16 掻澄テ かきすましテ かきすみテ かきすましテ かきすましテ かきすまシテ
26 5 25 3 思ツレ おぼえツレ おもひツレ おもひツレ おもひツレ ─ヒツレ
26 5 25 4 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち をぢち
26 5 25 5 不見バ みねバ みねバ みえねバ みねバ ─ネバ
26 5 25 6 然ハ されバ さハ さハ さハ さレバ
26 5 25 7 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 25 7 出来テ いできたりテ いできテ いできテ いできテ ─デ─テ
26 5 25 8 伯父父 をぢち をぢちち をぢち をぢち ──
26 5 25 11 不御 おはせず おはさず おはせず おはせず おはセズ
26 5 25 12 殆シカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほどシカリ ほとほとシカリ
26 5 25 13 来ケル きたりケル ─ケル きたりケル きたりケル ─ケル
26 5 25 13 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 25 13 抱ヘテ いだかヘテ かかヘテ いだかヘテ いだかヘテ いだかヘテ
26 5 25 14 来着タリ きたりつきタリ きつきタリ きたりつきタリ きつきタリ ──キタリ
26 5 25 15 主 あるじ ぬし あるじ あるじ あるじ
26 5 25 16 暫 しばらく しばし しばらく しばらく ─ク
26 5 26 2 児様 ちご、─ ちござま ちご、さま ちご、さま ─、さま
26 5 26 4 不泣 なかず なかで なかず なかず ─カズ
26 5 26 4 喘 いきづき あへき いきづき いきづき いきづき
26 5 26 5 被出テ いでられテ いだされテ いだされテ いだされテ ─デラレテ
26 5 26 5 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さリ─
26 5 26 6 己 おのれ おの おのれ おのれ ─
26 5 26 7 噯 なぐさみ なぐさめ なぐさみ なぐさみ なぐさミ
26 5 26 9 男 ─ をのこ をとこ をのこ ─
26 5 26 10 来レバ きたレバ くレバ きたレバ きたレバ ─レバ
26 5 26 10 然気無 さるけなげ さるけなげ さるけなげ さるけなげ さリげ─ク
26 5 26 11 将入 ゐていれむ ゐている ゐていれむ ゐていれむ ─テ─レム
26 5 26 11 呼放テ よびはなちテ よびはなちテ よびはなつテ よびはなちテ ─ビ─チテ
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26 5 26 12 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 26 12 然気無 さるけなく さるけなく さるけなく さるけなく ─リ──ク
26 5 26 12 守テ まぼりテ まもりテ まもりテ まもりテ ─リテ
26 5 26 13 将入テ ゐていりテ ゐていりテ ゐていれテ ゐていれテ ─テ─リテ
26 5 26 13 入テ いりテ いりテ いれテ いれテ ─リテ
26 5 26 15 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 5 27 1 思テ おぼえテ おもひテ おぼえテ おぼえテ ─ヒテ
26 5 27 1 男 ─ をのこ をとこ をとこ ─
26 5 27 4 暫ク しばし しばらク しばし しばし ──シ
26 5 27 6 奇異シ あさましシ あさまシ あさまシ あさまシ ──シ
26 5 27 6 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 5 27 7 強顔ク つれなき つれなク つれなき つれなき つれなク
26 5 27 10 䟽ニ つくろひニ つくろふニ つくろひニ つくろひニ つくろヒ
26 5 27 11 女 むすめ ─ をむな をむな ─
26 5 27 14 キ にくみキ にくみキ にくキ にくみキ にくミキ
26 5 27 14 人 ─の ─ ひとの ひとの ─
26 5 27 14 不寄ケレ よせざりケレ よらざりケレ よせざりケレ よせざりケレ ─セザリケレ
26 5 27 15 行ケル あるきケル ありきケル ゆきケル あるきケル ─キケル
26 5 27 15 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 28 1 男 ─ ─ をとこ をのこ ─
26 5 28 4 元服 ぐゑんぷく ぐゑんぶく ぐゑんぶく ぐゑんぷく ──
26 5 28 8 現世 げんぜ げんぜ げんぜ げんせ げんぜ

『今昔物語集』巻 26第 6話
（欠話）

『今昔物語集』巻 26第 7話
26 7 28 12 中参 ちうさん ちうざん ちうざむ ちうざむ ちゅうざん
26 7 28 12 体 かたち てい かたち てい たい
26 7 28 12 蛇 くちなは へみ へび へみ へび
26 7 29 2 不嫁 とつがぬ とつがざる とつがぬ とつがぬ とつがぬ
26 7 29 3 何人 いかナル─ なにびと いかなるひと なにびと なにびと
26 7 29 3 持タル も─ もち─ もち─ もち─ ─
26 7 29 4 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ぶも
26 7 29 16 東人 あづまの─ あづまびと あづまのひと あづまのひと あづまひと
26 7 29 16 思 おぼえ おもひ おぼえ おぼえ ─
26 7 29 16 糸惜ク いとほし─ いとをし─ いとほし─ いとほし─ いとをシク
26 7 30 1 為 せり す す す す
26 7 30 1 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 7 30 5 其 それ そこ それ それ ─
26 7 30 6 無 なき なく なき なき なク
26 7 30 8 其 ─ そこ そこ そこ そレ
26 7 30 11 注連 しりくへ しりくへ しりくへ しりくへ しめ
26 7 30 11 量 おき（置） はかり （置）おき （置）おき ─
26 7 30 13 東人 あづまの─ あづまびと あづまノひと あづまノひと あづまノひと
26 7 30 14 撰リ勝リテ えリすぐり─ えリすぐ─ えらビすぐ─ えらビすぐ─ えリすぐ─
26 7 30 14 懃 ねむごろ ねむごろ ねむごろ ねむごろ ねんごロ
26 7 30 15 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 7 30 16 此様 かくやう かやう かやう かやう かク─
26 7 31 1 微妙ク いみじ─ めでた─ いみじ─ いみじ─ いみジク
26 7 31 1 持タリ も─ もち─ もち─ もち─ もチタリ
26 7 31 1 御代 ─かはり ─かはり おほむかはり おほむかはり おんかはり
26 7 31 2 死 ─ しに し し しに
26 7 31 2 女 ─ ─ をむな をむな をんな
26 7 31 4 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─



『今昔物語集』訓釈語彙考

195

26 7 31 4 来テ きたり─ き─ きたり─ き─ ─タリテ
26 7 31 7 取出タレバ とりいで─ とりいだし─ とりいだし─ とりいで─ ─
26 7 31 8 出来ラム いできた─ いできた─ いできた─ いでく─ ─デ─タラム
26 7 31 10 御社 ─やしろ みやしろ おほむやしろ おほむやしろ ─
26 7 31 10 祝 いはひ のつと のつと のつと のつと
26 7 31 10 去ヌ さり─ のき─ さり─ さり─ い─
26 7 31 11 閉テ （閇）たて─ とぢ─ とぢ─ とぢ─ ─ヂテ
26 7 31 11 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─
26 7 31 11 開テ くじりひらき─ きさげあけ─ くじりあけ─ （双開）ゑりあけ─ くじリあケテ
26 7 31 15 大猿 おほきなる─ ─ おほきなるさる おほきなるさる おほざる
26 7 31 16 噉テ くひ─ くひ─ くひ─ くひ─ くらヒテ
26 7 32 3 垂テ たり─ たれ─ たれ─ たれ─ ─リテ
26 7 32 4 噉ル くらへ─ くらへ─ くへ─ くへ─ ─
26 7 32 4 有メレ ある─ ある─ ある─ あむ─ ─
26 7 32 7 益 かひ やく やく やく かひ
26 7 32 8 宮司 ぐうじ みやづかさ ぐうじ ぐうじ ─
26 7 32 8 不得 えず えじ えず えず えず
26 7 32 9 不殺サ （ころさず） ころさじ ころさ（ず） ころ（さ）ず ─サズ
26 7 32 9 ジツ れう─ りよう─ れう─ れう─ れう─
26 7 32 10 ズ れう─ りよう─ れう─ れう─ れう─
26 7 32 13 祝 はふり のつと のつと のつと のつと
26 7 32 13 極 こうじ いみじき いみじき いみじき いみジキ
26 7 32 13 立ツ た─ たて─ た─ た─ ─
26 7 32 15 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと

『今昔物語集』巻 26第 8話
26 8 33 3 神［題辞］ ─ がみ かみ かみ ─
26 8 33 3 止［題辞］ とどめたる とどむる とどむる とどむる ─ムル
26 8 33 5 道 だう ─ みち みち ─
26 8 33 5 行ヒ行 ─ヒあるく おこなヒありく おこなヒありく おこなヒありく ─ヒあるク
26 8 33 5 行ヒ行 ─ヒあるき ─ヒありき おこなヒありき おこなヒありき ─ヒ─キ
26 8 33 8 散積 ちりつみ ちりつもり ちりつもり ちりつもり ─リ─リ
26 8 33 9 手 （壁） ─ て て ─
26 8 33 12 行方 ── ゆきかた ゆきかた ゆきかた ゆきがた
26 8 33 14 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ いづコ
26 8 33 14 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ ─コ
26 8 33 15 歩ビ ─ビ ─ビ あゆビ あゆビ ─ミ
26 8 33 16 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─レハ
26 8 34 1 免レン ─レム まぬかレン のがレン のがレン のがレン
26 8 34 2 非 あらじ あらず あらじ あらじ ─ズ
26 8 34 4 溺レテ おほほレテ おほほレテ おぼレテ おぼほレテ ─レテ
26 8 34 5 早ウ ─ウ はやウ はやウ はやク ─ウ
26 8 34 6 通リ畢 ─リつき ─リはて とほリはて とほリはて ─リはテ
26 8 34 8 来ル きたれル ─ル きたル きたル ─タル
26 8 34 8 後ニ しりへニ しりニ しりへニ しりへニ ─ニ
26 8 34 9 走リ来テ ─リきたりテ ─リ─テ はしリきたりテ はしリきテ ─リ─タリテ
26 8 34 10 引将行ニ ひきもてゆくニ ひきゐてゆくニ ひきゐてゆくニ ひきゐてゆくニ ─キゐテ─クニ
26 8 34 11 何為ル いかがすル いかにすル いかにすル いかがすル いかにすル
26 8 34 16 此ハ ─ハ ─ハ こハ こハ ─レハ
26 8 34 16 日本 ─ にほん につぽん につぽん ─
26 8 34 16 来テ きたりテ きテ きテ きテ ─タリテ
26 8 34 16 給ビ ─ヒ たビ たまヒ たまヒ ─ヒ
26 8 35 3 噉ハン くらハム くらハン くハン くハン くらハン
26 8 35 4 涙落 ─おちぬ ─おつ なむだおつ なむだおつ ──ツ
26 8 35 5 此ハ ここハ ここハ ここハ ここハ ─レハ
26 8 35 8 上リ あがリ あがリ のぼリ あがリ ─リ
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26 8 35 9 笈 ふみはこ おひ おひ おひ おひ
26 8 35 10 居へテ すヘキ すへテ すヘキ すヘキ すゑキ
26 8 35 10 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 8 35 10 持来タル もてきたりタル もてきタル もてきタル もてきタル もて─タル
26 8 35 11 魚 ─ うを いを いを ─
26 8 35 11 不食シテ くらはずシテ くはずシテ くはずシテ くはずシテ ─ハズシテ
26 8 35 11 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 8 35 12 不食ゾ くらはぬゾ めさぬゾ くはぬゾ くはぬゾ ─ハヌゾ
26 8 35 12 食ネバ くらはネバ くはネバ くはネバ くはネバ ─ハネバ
26 8 35 13 見居テ ─ヰテ みゐテ みゐテ みゐテ みすヱテ
26 8 35 14 不食デ くはデ めさデ くはデ くはデ ─ハデ

26 8 35 15 奉テンズル たてまつりテム
ズル

たてまつりテン
ズル

たてまつりテン
ズル

たてまつりテン
ズル ─ランズル

26 8 35 16 御マセ おはしマセ おはしマセ ましマセ おはしマセ ─シマセ
26 8 35 16 外 ─ ほか と ほか と
26 8 36 1 為ム せム せム せム せン すレ
26 8 36 2 然 しか さ しか しか しか
26 8 36 2 可行方モ ゆくべきはうモ ゆくべき─モ ゆくべきかたモ ゆくべきかたモ ─クベキ─モ
26 8 36 3 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 8 36 3 食ヲ じきヲ くふヲ じきヲ じきヲ じきヲ
26 8 36 3 食テ くらひテ くひテ くひテ くひテ ─ヒテ
26 8 36 6 可思也 おもふべき─ おぼすべき─ おもふべきなり おもふべきなり ─スベキナリ
26 8 36 8 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 8 36 8 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ ──
26 8 36 9 被取ル とらるル とらル とらるル とらるル ─ラルル
26 8 36 14 労ク いたづク ─ク らうたク いたはリ いたはリ
26 8 36 14 吉シ ─シ よシ よシ よシ よケレ
26 8 36 15 食肥ル くらひこゆル くひこゆル くひこゆル くひこゆル ─ヒ─ユル
26 8 37 1 付テモ つきテモ つけテモ つけテモ つけテモ ─ケテモ
26 8 37 2 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 8 37 2 来テ きたりテ ─テ きたりテ きたりテ ─テ
26 8 37 3 御サン おはしまサム おはサン おはしまサン おはしまサン おはシマサン
26 8 37 4 得マシカバ えざらマシカバ ─マシカバ えマシカバ えざらマシカバ ─ザラマシカバ
26 8 37 4 近来 このごろ このごろ このごろ このごろ ちかごろ
26 8 37 5 明年 あくる─ みやうねん あくるとし あくるとし あくるとし
26 8 37 5 後々 しりぞくしりぞく のちのち しりぞくしりぞく しりぞくしりぞく しりへニ
26 8 37 5 去ヌレバ さりヌレバ さりヌレバ いヌレバ いヌレバ ─リヌレバ
26 8 37 6 食ヨ くらはせヨ くはせヨ くはせヨ くはせヨ ─ハセヨ
26 8 37 7 食ニ付テモ くらふニつきテモ くふニつけテモ くふニつけテモ くふニつけテモ ─フニ─ケテモ
26 8 37 8 問 をこづりとへ をこつりとへ をこづりとへ をこづりとへ をこつリ─へ
26 8 37 9 事急グ気 ──グけはい ──グけ こといそグけはひ こといそグけはひ ─いそグ──
26 8 37 10 副テ そひテ そへテ そひテ そひテ そヘテ
26 8 37 11 ケレ つれなケレ つらケレ くはしケレ つらケレ つらケレ
26 8 37 16 其御シ そこおはシ そこのおはシ そこおはシ そこおはシ そコおはシ
26 8 38 1 求不得時 もとめえざる─ もとめえぬ─ もとめえざるとき もとめえざるとき ─メ─ザル─
26 8 38 2 其 そこ そこの そこの そこの そコ
26 8 38 3 我 ─ わが われ われ ─レ
26 8 38 5 直ク臥テ ただしクふせテ うるはしクふせテ うるはしクふせテ うるはしクふせテ うるはシク─セテ
26 8 38 6 荒テ あれテ あれテ あれテ あれテ （怒）─リテ
26 8 38 8 労ツル いたづきツル いたはりツル いたはりツル いたはりツル いたはリツル
26 8 38 8 体 かたち てい かたち てい すがた
26 8 38 11 返々ス かへすかへス かへすがへス かへすがヘス かへすがヘス ─ス─ス
26 8 38 11 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─チタリ
26 8 38 12 寵テ さかえテ おごりテ さかえテ さかえテ おごリテ
26 8 38 14 前 ─ さき まへ まへ ─
26 8 38 14 此家 この─ニ この─ このいへに このいへに ─ノ─
26 8 38 14 注連ヲ しりくへヲ しりくへヲ しりくへヲ しりくへヲ しめヲ
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26 8 38 15 何日 ── いくか いくにち いくにち いくか
26 8 39 2 直ク ただしク ─ク うるはしク うるはしク ─シク
26 8 39 2 傳立ル かしづきたてル かしづきたつル かしづきたつル かしづきたつル かしづキ─ツル
26 8 39 3 引被テ ひきかつぎテ ひきかづきテ ひきかつぎテ ひきかつぎテ ─キかづキテ

26 8 39 5 着並 （着座並）ちゃく
（ざし）なみ つきなみ つきなみ つきなみ ─キなミ

26 8 39 6 舞楽ビ畢テ まひあそビをは
りテ

まひたのしビは
てテ

まひたのしビは
てテ

まひたのしビは
てテ

まひあそびはテ
テ

26 8 39 6 呼立テ よびたテ よびたてテ よびたてテ よびたてテ ─ビ─テテ
26 8 39 6 ヲ もとゆひヲ くくりヲ くくりヲ くくりヲ くくりヲ
26 8 39 7 不動シテ はたらかずシテ はたらかずシテ うごかずシテ うごかずシテ ─カズシテ
26 8 39 7 含テ ふふめテ ふくめテ ふくめテ ふくめテ ふくメテ

26 8 39 8 引閉テ （引閇）ひきたて
テ ひきとぢテ ひきたてテ ひきたてテ ─キ─ヂテ

26 8 39 9 返ヌ かへりヌ かへりヌ かへス かへス ─リヌ
26 8 39 9 胯 もも また また また また
26 8 39 9 中 あひだ ─ なか なか ─
26 8 39 9 然気 さるけ さるけ さるけ さるけ さりげ
26 8 39 11 ギト きと ぎと きと きと きと
26 8 39 12 思ケル おもひケル おぼえケル おぼえケル おぼえケル ─ヒケル
26 8 39 13 出来テ いできたりテ いできテ いできテ いできテ ─デ─テ
26 8 39 14 掻開テ かきひらきテ かきあけテ かきひらきテ かきひらきテ ─キ─キテ
26 8 39 15 此様ニ かくやうニ かやうニ かやうニ かやうニ かやうニ
26 8 39 16 着并テ つきなみテ つきなみならびテ つきなみテ つきなみテ ─キ─ミテ
26 8 40 1 方様ニ かた─ニ かたざまニ かたざまニ かたざまニ かたさまニ
26 8 40 1 歩ミ ─ビ ─ミ あゆミ あゆミ ─ビ
26 8 40 1 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 8 40 2 胯 もも ─ また また ─
26 8 40 3 仰様ニ のけ─ニ のけざまニ のけざまニ のけざまニ のけさまニ
26 8 40 4 不指宛デ さしあてずしテ さしあてデ さしあてずしテ さしあてずしテ ─シ─テズシテ
26 8 40 7 噉ハム くらハム くらハン くハム くハム くらハム
26 8 40 8 不然ハ さらずハ さらずハ さらずハ さらずハ しかラズハ
26 8 40 9 突立テ つき─テ つきたテ つきたてテ つきたてテ ─キ─テテ
26 8 40 10 然ラバ ─ラバ さラバ しかラバ しかラバ ─ラバ
26 8 40 11 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 8 40 12 断ニ （折）たちニ たちニ （折）をりニ （折）をりニ （折）─リニ
26 8 40 12 遣テ つかはしテ つかはしテ つかはしテ つかはしテ やリテ
26 8 40 16 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 8 41 1 去タレ さりタレ のきタレ さりタレ さりタレ ─リタレ

26 8 41 3 閉寵テ （閇寵）たてこめ
テ とぢこめテ たてこめテ たてこめテ とヂこメテ

26 8 41 5 静心無 しづごころなく しづごころなく しづごころなく しづごころなく しづこころなク
26 8 41 6 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─チタリ
26 8 41 10 来ル きたル くル きたル きたル ─タル
26 8 41 10 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─レハ
26 8 41 11 噉ヤセン くひヤセム くらひヤセン くひヤセン くひヤセン くらヒヤセム
26 8 41 12 恐テ おそれテ おぢテ おそれテ おそれテ ─レテ
26 8 41 14 踏立 ふみたて ふみたつ ふみたつ ふみたつ ─ミ─ツ
26 8 41 15 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 8 41 16 和君 わぎみ わきみ わぎみ わぎみ わぎみ
26 8 41 16 開テ ひらきテ あけテ あけテ あけテ ─ケテ
26 8 42 1 開タレバ ひらきタレバ あけタレバ あけタレバ あけタレバ ─ケタレバ
26 8 42 1 入テ いりテ いりテ いれテ いれテ ─リテ
26 8 42 5 此ニ ─ニ これニ ここニ ここニ ─レニ
26 8 42 7 此人 かく─ この─ かくひと かくひと こノ─
26 8 42 8 己等 おのれ─ おのれら おのれハともがら おのれハともがら ─レ─
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26 8 42 9 不知侍ケリ しりはべらざり
ケリ

しらずはべりケ
リ

しりはべらざり
ケリ

しりはべらざり
ケリ

─リ─ラザリケ
リ

26 8 42 10 前ニ さきニ さきニ まへニ まへニ さきニ
26 8 42 11 不開ラ ひらかず ひらかず ひ（ら）かず ひ（ら）かず ─ケズ
26 8 42 13 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 8 42 14 引烈テ ひきつれテ ひきつれテ ひきつらねテ ひきつらねテ ─キつレテ
26 8 42 14 云テ いひテ ─テ いひテ いひテ ─ハク
26 8 42 15 食ミ はミ はミ はミ はミ ─ヒ（食ヒ）
26 8 42 15 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん ──
26 8 42 15 射ズレバ いむとスレバ いむズレバ いむとスレバ いむとスレバ ─ヌレバ
26 8 43 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 8 43 4 打渡テ うちわたりテ うちわたしテ うちわたしテ うちわたしテ ─チ─シテ
26 8 43 4 遣テ つかはしテ つかはしテ やりテ やりテ やリテ
26 8 43 5 壊 こぼち こほち こぼち こぼち こぼチ
26 8 43 5 祓負セテ はらへおほセテ はらへおほセテ はらへおはセテ はらへおはセテ はらへ─ハセテ
26 8 43 5 片足ギ ─あしなへギ かたあしなへギ かたあしなへギ かたあしなへギ かたしなへギ
26 8 43 10 将渡シテ もて─シテ ゐてわたシテ ゐてわたシテ ゐてわたシテ ゐテ─シテ

26 8 43 13 其人 そこの─ そこの─ そのひと そのひと ─コノ─（其コ
ノ人）

26 8 43 14 迷ヒ まどヒ まどヒ まどヒ まよヒ ─ヒ
26 8 43 14 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ─

『今昔物語集』巻 26第 9話
26 9 44 3 蛇［題辞］ じゃ へみ へみ へみ へみ
26 9 44 3 諍［題辞］ あらそひし あらそふ あらそふ あらそふ あらそフ
26 9 44 3 行［題辞］ ─キシ ゆきたる ゆく ゆく ゆキシ
26 9 44 3 蛇［題辞］ じゃ へみ へみ へみ ─
26 9 44 3 住［題辞］ すめる すむ すむ すむ すム
26 9 44 4 好テ このみテ このみテ このみテ このむを このミテ
26 9 44 5 業 ─ わざ げふ げふ げふ
26 9 44 6 弓箭 きうせん きうせん きうぜん きうぜん きゆうぜん
26 9 44 8 可為 すべき すべき なすべき なすべき すベキ
26 9 44 8 方 はう かた かた かた ─
26 9 44 9 死ナン ─ナム ─ナン ─ナン ─ナン ─ナン
26 9 44 9 行方 ゆくかた ゆきかた ゆくかた ゆくかた ゆくかた
26 9 44 9 大キナル ─キナル ─キナル おなキナル おほキナル ─キナル
26 9 44 10 引付ケン ひきつけケム ひきつけケン ひきつけケン ひきつけケン ─キ─ケケン
26 9 44 11 寄ニケレバ よせニケレバ よりニケレバ よりニケレバ よりニケレバ ─リニケレバ
26 9 44 12 見エケレバ ─へ（エ）ケレバ ─エケレバ みエケレバ みエケレバ ─エケレバ
26 9 44 13 見 みむ みむ みむ みむ みん
26 9 44 13 有ン あらム あらン あらン あらン ─ラン
26 9 44 16 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 9 44 16 我 わが わが われハ われハ ─レ
26 9 45 1 思ヒ不懸 ─ヒかけず ─ヒかけぬ おもヒかけず おもヒかけず ─ヒ─ケズ
26 9 45 1 詣来ツル まうできたりツル まうできツル まうできツル まうできツル まうデ─ツル
26 9 45 2 我 わが わが われ われ ─れ
26 9 45 2 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 9 45 2 此 ─ こ これ これ ─れ
26 9 45 3 極ジヌラン こうジヌラム ごうジヌラン こうジヌラン こうジヌラン こうジヌラン
26 9 45 3 何ヲ ─ヲ ─ヲ なにヲ なにヲ いづラ
26 9 45 4 出来ツル いできたりツル いできツル いできツル いできツル ─デ─ツル
26 9 45 4 来 きたる く きたる く ─タル
26 9 45 5 持来タリ もてきたりタリ もてきタリ もてきタリ もてきタリ ─テ─タリ
26 9 45 5 開タル ひらきタル あけタル ひらきタル ひらきタル ひらキタル
26 9 45 5 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 45 6 極ジニケレバ こうジニケレバ ごうジニケレバ こうジニケレバ こうジニケレバ ─ジニケレバ
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26 9 45 9 寄来テ よりきたりテ よりきテ よりきテ よりきテ ─リ─テ
26 9 45 9 此 ここ ここ ここ ここ ─れ
26 9 45 10 領ゼン ─セム りやうゼン りやうゼン りやうゼン りやうゼン
26 9 45 11 過ス すぐス すぐス すぎヌ すぎヌ ─ス
26 9 45 11 来テ きたりテ ─テ きテ きたりテ ─テ
26 9 45 12 来ン きたらム きたらン きたらン きたらン ─ン
26 9 45 12 何許 いくらばかり いかばかり いくらばかり いくらばかり いかばかり
26 9 45 12〔許ニ〕 ばかりニ 〔ばかりニ〕 × ばかりニ ばかりニ
26 9 45 14 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン ─タラム
26 9 45 14 体 かたち てい てい てい てい
26 9 45 14 儲ケンズル ─ケムズル まうケンズル まうケンズル まうケンズル まうケンズル
26 9 45 15 体 かたち ─ てい てい ─
26 9 45 15 今明日 けふあす いまあす けふあす けふあす けふあす
26 9 45 15 見テン ─テム ─テン みテン みテン ─テン
26 9 45 15 懸ラン ─ラム ─ラン かかラン かかラン ─カラン

26 9 45 15 下来ランズル くだり─ラムズ
ル

くだりきたラン
ズル

くだりきたラン
ズル

くだりきたラン
ズル

くだリ─タラン
ズル

26 9 45 16 不令上シテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ のぼらしめずシテ あがラシメズシテ
26 9 46 1 憑マンズレバ たのマムズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ たのマンズレバ
26 9 46 1 登センズル のぼセムズル のぼセンズル のぼセンズル のぼセンズル のぼセンズル
26 9 46 2 登ラン ─ラム ─ラン のぼラン のぼラン ─ラン
26 9 46 2 暫 しばし しばし しばらく しばらく しばらク
26 9 46 2 見合センズル ─セムズル ─センズル みあはセンズル みあはセンズル ─ハセンズル
26 9 46 3 不可為 すべからず すべからず なすべからず なすべからず ─ベカラズ
26 9 46 4 儀立テ よそほひしたちテ よそほひたちテ よそほひしたちテ よそほひしたちテ よそほヒ─チテ
26 9 46 4 午時 うまの─ うまのとき むまのとき むまのとき うまノとき
26 9 46 4 食テ じきしテ くひテ くひテ くひテ ─ヒテ
26 9 46 4 此ヨリゾ ここヨリゾ ここヨリゾ これヨリゾ これヨリゾ ─コヨリゾ
26 9 46 8 来ン こム きたらン こン こン ─ン
26 9 46 9 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 46 10 出来合ハン いできたり─ハム いできあハン いできあハン いできあハン ─デ─あハン
26 9 46 11 音 ─ こゑ おと おと こゑ
26 9 46 11 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 46 12 寄来ル よせきたル よりきたル よりきたル よりきたル ─リ─タル
26 9 46 13 蛇 じゃ へみ へみ へみ へみ
26 9 46 13 一把 ─いだき ひといだき ひとたばね ひとたばね ひといだき
26 9 46 13 下向フ ─ニ─フ くだりむかフ したにむかフ したにむかフ したむかフ
26 9 46 15 走上ヌ はしりのぼりヌ はしりあがりヌ はしりのぼりヌ はしりのぼりヌ ─リ─リヌ
26 9 46 16 守テ まぼりテ まもりテ まもりテ まもりテ ─リテ
26 9 47 1 番ツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがひツゝ つがヘツツ
26 9 47 1 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 2 血肉 ちじし ちじし ちじし ちじし ちみどろ
26 9 47 3 上手 ─ じやうず うはて うはて うはて
26 9 47 3 ─ じゃ ─ ─ ─ ─
26 9 47 3 少シ□タル すこしシタル ─シ□タル すこシ□タル すこシ□タル ─シ□タル
26 9 47 5 彇本 ゆみはずのもと はずのもと ゆみはずのもと ゆみはずのもと ゆみはずノもと
26 9 47 5 射立 いたツ いたつ いたつ いたつ ─テツ
26 9 47 6 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 7 蛇 じや ─ へみ へみ ─
26 9 47 7 欠テ かきテ かきテ かきテ かきテ ─ケテ
26 9 47 8 久フ ─フ（ウ） ひさしフ びさしフ びさしフ ─シウ
26 9 47 8 片蹇テ ─あしなへぎテ かたあしなへぎテ かたあしなへぎテ かたあしなへぎテ かたしなへギテ
26 9 47 9 出来タリ いできたりタリ いできタリ いできタリ いできタリ ─デ─タリ
26 9 47 9 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 47 9 持来テ もてきたりテ もてきテ もてきテ もてきテ ─テ─テ
26 9 47 10〔伐〕懸テ きりかけテ 〔きり〕かけテ □かけテ きりかけテ きリ─ケテ
26 9 47 11 ドモ ドモ ドモ ドモ ドモ ─ニ
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26 9 47 11 其ノ そこ ─ノ そこノ そこノ そコ
26 9 47 11 領ゼム りやうセム りやうゼム りやうゼム りやうゼム ─ゼム
26 9 47 12 然レバ ─レバ ─レバ さレバ さレバ しかレバ
26 9 47 13 住メ ─メ すまメ すメ すメ ─メ
26 9 47 14 可候ヲ さぶらふべきヲ さぶらふべきヲ さむらふべきヲ さぶらふべきヲ ─フベキ
26 9 47 14 妻子 ─ めこ さいし さいし めこ
26 9 47 15 渡ン わたらム わたらン わたらン わたらン わたラン
26 9 47 16 送ラン ─ラム ─ラン おくラン おくラン おくラム
26 9 47 16 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン きタラム
26 9 47 16 熊田 ─ くまた くまだ くまだ くまだ
26 9 48 1 来ラン ─ラム きたラン きたラン きたラン きタラン
26 9 48 1 思ハン ─ハム ─ハン おもハン おもハン おもハム
26 9 48 2 可食 じきすべき くふべき じきすべき じきすべき ─フベキ
26 9 48 3 不替 かはさず かはらず かはらず かはらず ─ラズ
26 9 48 4 行ン ゆかム ゆかン ゆかン ゆかン ─カン
26 9 48 6 出来テ いできテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─テ
26 9 48 7 居弘ゴリテ ゐひろゴリテ ─ひろゴリテ ゐひろゴリテ ゐひろゴリテ ゐひろマリテ
26 9 48 8 有 ある ある あん あん あル
26 9 48 8 渡テ わたりテ わたりテ わたりテ わたりテ ─リ
26 9 48 9 祭ナル〔ヲ〕 まつるナルヲ まつるナル〔ヲ〕まつるナル まつるナルヲ ─ルナルヲ
26 9 48 10 思モ不懸 おもひモかけず おもひモかけぬ おもひモかけず おもひモかけず ─ヒモ─ケズ
26 9 48 10 夜半 よなか よなか やはん やはん やはん
26 9 48 12 晴タル はれタル はれタル くもりタル くもりタル ─レタル
26 9 48 12 見遣レバ ─やるナレバ みやレバ みやレバ みやるナレバ みやレバ
26 9 48 14 此 ころほひ ころ ころほひ ころほひ ころ
26 9 48 15 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 9 48 15 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 9 49 2 有ゾ あるゾ あるゾ あるゾ あるヲ ─リ
26 9 49 2 見ヱシ みヱ（エ）シ みヱ（え）シ みヱシ みエシ ─エシ
26 9 49 2 行違フ ゆきかフ ゆきちがフ ゆきかフ ゆきちがフ ─きかフ
26 9 49 3 不見 みせじ みせじ みせ（じ） みせ（じ） ─セジ
26 9 49 4 来ル きたれル きたル きたル きたル ─タル
26 9 49 4 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん からひと
26 9 49 4 魚 ─ うを いを いを いを
26 9 49 5 出ナル いづナル いづナル いづナル いでケル ─ヅナル
26 9 49 5 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 9 49 6 行住 ゆきすみて ゆきすみ ゆきすみて ゆきすみて ─キ─メ
26 9 49 7 有ナルトナン ありナルトナム あんナルトナン あんナルトナン あんナルトナン ─ルナルトナン

『今昔物語集』巻 26第 10話
26 10 49 10 行住［題辞］ ゆきすめる ゆきてすむ ゆきてすむ ゆきてすむ ─キテ─ム
26 10 49 11 己 おのれ おの おのれ おのれ ─レ
26 10 49 13 殖人 うヱひと うゑびと うゑひと うゑひと うゑひと
26 10 49 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 10 49 13 馬歯 うまぐは うまぐは むまぐは むまぐは うまくは
26 10 49 14 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 10 49 15 女子 にょし をむなご をむなご をむなご をんなご
26 10 49 15 守リ まぼリ まもリ まもリ まもリ まもリ
26 10 49 15 父母 ぶも ちちはは ぶも ぶも ─
26 10 49 15 陸 くむが くむが くむが くむが くが
26 10 50 1 棄テ すテ すてテ すテ すテ ─テテ
26 10 50 2 船ハ ─ハ ─ハ ふねニ ふねニ ─ハ
26 10 50 2 浮タリ うかびタリ うきタリ うきタリ うきタリ ─キタリ
26 10 50 5 無 なき なき なく なく ─キ
26 10 50 6 暫ハ しばしハ しばしハ しばらくハ しばらくハ しばらクハ
26 10 50 6 風隠 ─かくれ かざがくれ かぜかくれ かぜかくれ かぜがくれ
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26 10 50 6 差隠 さしかくれ さしかくし さしかくれ さしかくれ ─シ─レ
26 10 50 7 呼ベ よばへ ─べ よべ よベ ─ベ
26 10 50 7 返々 かへすかへす かへすがへす かへすがへす かへすがへす ─ス─ス
26 10 50 9 恐々 おそる─ おづおづ おそるおそる おそるおそる ─ル─ル
26 10 50 10 女子 にょし をむなご おむなご をむなご ─
26 10 50 11 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもの じきもつ
26 10 50 12 失畢ナン うせつきナム うせはてナン うせはてナン うせはてナン うセはテナン
26 10 50 13 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ─
26 10 50 14 作リベキヲ つくりベキゾ つくリベキヲ つくりベキゾ つくりベキゾ ─リツベキヲ
26 10 50 16 木伐テ ききりテ きこりテ きこりテ きこりテ ─こリテ
26 10 51 1 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき ─ルベキ
26 10 51 3 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 10 51 4 経 へたる ふる ふる ふる ─ル
26 10 51 4 男子 なんし をのこご をのこご をのこご ─
26 10 51 4 女子 にょし をむなご をむなご をむなご ─
26 10 51 4 夫婦 めをと ─ めをうと めをうと ─
26 10 51 6 有ナル ありナル あるナル あんナル あんナル ─ルナル
26 10 51 7 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ すくせ
26 10 51 7 夫婦 めをと ─ めをうと めをうと ─

『今昔物語集』巻 26第 11話
26 11 51 11 始［題辞］ はじめたる はじむる はじむる はじむる ─むる
26 11 51 15 従者 ともの─ じゅうしゃ じゅしゃ じゅしゃ ──
26 11 51 16 僅ニ わづかに わづかニ わづかニ わづかニ ─か
26 11 52 2 養蚕 かふこ かひこ かひこ かひこ かひこ
26 11 52 3 入テ つみいれテ こきいれテ こきいれテ こきいれテ こキ入レテ
26 11 52 4 思ヘ おぼヘ（エ） おぼへ おぼヘ おぼヘ おぼエ
26 11 52 4 何カハ いかガハ なにカハ いかガハ いかガハ いかガハ
26 11 52 5 養付タル かひつきタル かひつけタル かひつけタル かひつけタル ─ヒ─ケタル
26 11 52 5 不思ニ おもはぬニ おもはずニ おもはぬニ おもはぬニ ─ハズニ

26 11 52 5 養タル （養立）かひたて
タル ─タル かひタル かひタル （養立）─ヒ─テ

タル
26 11 52 5 思ケレバ おもひケレバ おぼえケレバ おもひケレバ おぼえケレバ ─エケレバ
26 11 52 7 食ツ くらひツ くひツ くひツ くひツ ─ヒツ
26 11 52 8 食タラン くらひタラム くひタラン くひタラン くひタラン ─ヒタラン
26 11 52 8 依 よりて より よりて よりて ─リテ
26 11 52 9 宿世 すくせ しくせ しくせ しくせ ──
26 11 52 13 取出テ とりいでテ とりいでテ とりいでテ とりいでテ ─リ─ダシテ
26 11 52 15 死ス しにヌ ─ス しス しス ─ヌ
26 11 52 16 埋ヌ うづみツ うづみヌ うづブ うづブ ─ミヌ
26 11 53 1 門 ─ かど もん かど かど
26 11 53 2 極ヲ きはめテ きはめヲ きはめテ きはめテ ─メテ
26 11 53 2 人気色 ─のけしき ひとげしき ひとのけしき ひとのけしき ─ノけしき
26 11 53 3 思ケレバ おぼえケレバ おぼえケレバ おもひケレバ おもひケレバ ─ヒケレバ
26 11 53 4 我家 わが─ わがや わがいへ わがいへ ─ガ─
26 11 53 7 吾 わが われ わが わが ─
26 11 53 7 悔 はぢ くい くい くい ─イ
26 11 53 10 出来ケル いできケル いできケル （虫来）むしきケル（虫来）むしきケル ─デ─ケル
26 11 53 12 有ナル ありナル あんナル あんナル あんナル ─ルナル
26 11 53 13 天皇 ── ── てんわう てんのう ──
26 11 53 15 夫婦 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと

『今昔物語集』巻 26第 12話
26 12 54 3 得［題辞］ えたる うる うる うる ─ル
26 12 54 5 陰陽師 おんやうじ おんやうじ おむやうじ おむみやうじ おんやうじ
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26 12 54 5 吉凶 きちく きちくう きちくう きちくう ──
26 12 54 6 被奪ナン ばはれナム うばはれナン ばはれナン ばはれナン ─ハレナン
26 12 54 6 病事 やむ─ びゃうじ やむこと やむこと ─ム─
26 12 54 7 陰陽師 おんやうじ ── おむやうじ おむみやうじ ──
26 12 54 7 恐テ おそれテ おぢテ おそれテ おそれテ おぢテ
26 12 54 8 行宿テ ゆきやどりしテ ゆきやどりテ ゆきやどりテ ゆきやどりテ ─キ─リテ
26 12 54 9 海辺 ─のほとり うみべ うみべ うみべた ──
26 12 54 11 従者 ともの─ じゅうしゃ じゅうしゃ じゅうしゃ ──
26 12 54 11 浜辺 ─のほとり はまべ はまべ はまのほとり ──
26 12 54 12 海辺 ─のほとり ── うみべ うみべた ──
26 12 54 13 行ケルニ あるきケルニ ありきケルニ ありきケルニ ありきケルニ ありキケルニ
26 12 54 13 此彼 ここかしこ ここかしこ ここかしこ ここかしこ とかく
26 12 54 14 午 うまの うまの むまの むまの うまノ
26 12 55 1 周章テ （周）あわテ あわてテ あわてテ あわてテ あわテテ
26 12 55 2 不候ニ さぶらはぬニ さぶらはぬニ さむらはぬニ さぶらはぬニ ─ハヌニ
26 12 55 4 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかり
26 12 55 5 汝 ── ── なむぢ なむぢ なんぢ
26 12 55 5 不見ニヤ みえぬニヤ みぬニヤ みえぬニヤ みえぬニヤ ─エヌニヤ
26 12 55 7 起テ たちテ おきテ たちテ たちテ たチテ
26 12 55 7 物狂ハシキ ─くるハシキ ものぐるハシキ ものぐるハシキ ものぐるハシキ ─ハシキ
26 12 55 9 不候 さぶらはず さぶらはず さむらはず さぶらはず ─ハズ
26 12 55 10 怪 さとシケル さとしシケル さとシケル さとシケル （恠）さとシケル
26 12 55 10 忌 いめ いむ いめ いめ ─ム
26 12 55 10 浜辺 ─のほとり ── はまべ はまのほとり ──
26 12 56 3 来ニケリ きたりニケリ ─ニケリ きニケリ きニケリ ─タリニケリ
26 12 56 4 浜際 ─のきは はまぎは はまぎは はまぎは はまぎは
26 12 56 4 来ニタリ きたりニタリ ─ニタリ きニタリ きニタリ ─タリニタリ
26 12 56 7 何ゾ ─ゾ なにゾ なんゾ なんゾ ─ゾ
26 12 56 7 浜際 ─のきは はまぎは はまぎは はまぎは はまぎは
26 12 56 9 開テ ひらきテ あけテ ひらきテ ひらきテ ─キテ
26 12 56 9 小桶 ちひさきをけ こをけ ちひさきをけ ちひさきをけ こをけ
26 12 56 13 男子 なんし なんし をのこご をのこご をのこご
26 12 56 15 責タメン せめタメム せタメン せタメン せタメン せタメン
26 12 56 15 眷属 くえんぞく くゑんぞく くゑんぞく くゑんぞく くゑんぞく
26 12 56 16 三度 ── みたび さむど さむど みたび
26 12 56 16 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 12 57 1 嫌テ もどきテ きらひテ もどきテ もどきテ ─ヒテ
26 12 57 3 四五月 ── よつきいつつき しごぐわつ しごぐわつ ──
26 12 57 4 館 たち たち たち たち やかた

26 12 57 8 不返来ケリ かへりきたらざ
りケリ

かへりこざりケ
リ

かへりきたらざ
りケリ

かへりきたらざ
りケリ

─リ─タラザリ
ケリ

26 12 57 9 行ケル あるきケル ありきケル ありきケル ありきケル ありキケル
26 12 57 11 哀憐 ── あいれん あいれん あいれん あはれ（ビケレバ）
26 12 57 12 多ク おほく（ノ） ─ク おほク おほク ─ク
26 12 57 13 有様 ありし─ ── ありさま ありさま ──
26 12 57 14 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ──

『今昔物語集』巻 26第 13話
26 13 58 3 兵衛佐［題辞］─ノ─ノ ひやうゑのすけ ひやうゑのすけ ひやうゑのすけ ─
26 13 58 3 見得［題辞］ みえたる みてうる みてうる みてうる ─ル
26 13 58 4 冠 かむり かうぶり かむり かむり かむり
26 13 58 4 長カリ ─カサ ─カリ なガサ なガサ ─カリ
26 13 58 4 世ノ上倭ノ ─ノ─ノ ─ノ─ノ よノあげをノ よノあげをノ ─ノ人─ノ
26 13 58 6 畠中 ─ノ─ はたけの─ はたけのなか はたけのなか はたなか
26 13 58 6 小家 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ
26 13 58 7 小家 ちひさき─ ─ こいへ こいへ ─
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26 13 58 10 所ニ ─ニ ─ニ ところニ ところニ ─ニ土ヲ
26 13 58 11 何ゾノ なにゾノ なにゾノ なんゾノ なんゾノ ─ゾノ
26 13 58 13 其 そこの その その その ─ノ
26 13 58 15 嫗ハ おうなハ ─ハ おうなハ おうなハ おうなガ
26 13 58 16 憎ム にくムにくム にくム にくむにくム にくむにくム にくムにくム
26 13 59 2 思フテ おもヒテ ─フテ おもフテ おもひテ ─ヒテ
26 13 59 3 仕 つかまつる つかふ つかふ つかふ つかフ
26 13 59 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 13 59 4 借テ かりテ かりテ （備）そなへテ （備）そなへテ ─リテ
26 13 59 7 此許 かくばかり かばかり かばかり かばかり かクばかリ
26 13 59 7 御衣 ─ゾ おほむぞ おほむぞ おほむぞ おんぞ
26 13 59 9 打欠々々 うちかく─ うちかくうちかく うちかくうちかく うちかきうちかき ─チかキ─チ─キ
26 13 59 12 許 ばかり ばかり ばかり ばかり ノ（許なし）
26 13 59 12 其 ─ それ それ それ そコ
26 13 59 12 幾 いくばく いくばく いくばく いくばく いくら
26 13 59 16 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 13 60 1 飲ン のましム のまン のまン のまン ─マン
26 13 60 2 束 ─ つか そく そく ─
26 13 60 2 十束 ─ とつか じふそく じふそく ─
26 13 60 3 積 つみ つみ つみ つみ ─ム
26 13 60 4 縄手引 つなでひけ つなてひけ つなでひけ つなでひけ ─ケ
26 13 60 5 呑ツ のみつツ のみツ のみつツ のみつツ のミツツ
26 13 60 5 賀茂川尻 ─ノ─ かもがはじり かもがはじり かもがはじり かもがはじり
26 13 60 6 来ヌ きたりヌ きヌ きたりヌ きヌ きヌ
26 13 60 8 辺 ほとりの ほとりの ほとりの わたりの ─ノ
26 13 60 11 成タル なしタル なりタル なしタル なしタル ─リタル
26 13 60 11 此 ─ これ ここ ここ ─レ
26 13 60 13 是モ （此）─モ ─モ これモ （此）これモ （此）─レ
26 13 60 13 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ぜんぜ
26 13 60 13 也 ─ ─ なり なり トヤ

『今昔物語集』巻 26第 14話
26 14 60 16 付［題辞］ つきし つきたる つきし つきし ─キシ
26 14 60 16 陸奥［題辞］ むつの みちのくの みちのおくの みちのおくの ─
26 14 61 1 陸奥 むつ みちのく みちのおく みちのおく みちのくの
26 14 61 3 妬シ ねたシ ねたシ ねたシ ねたシ ねたまシ
26 14 61 4 陸奥 むつ ── みちのおく みちのおく みちのく
26 14 61 5 厩 うまや うまや むまや むまや うまや
26 14 61 6 可仕 つかまつるべき つかふべき つかふべき つかふべき つかフベキ

26 14 61 8
云ヒ不合ケレ
バ

─ヒあはざりケ
レバ

─ヒあはせざり
ケレバ

いヒあはせざり
ケレバ

いヒあはせざり
ケレバ

─ヒ─ハザリケ
レバ

26 14 61 8 京出 ─いでし きやういで きやういでし きやういでし ─デ
26 14 61 9 従者 ともの─ ── じゆしや じゆしや ──
26 14 61 11 閉ケル （閇）たてケル とぢケル たてケル たてケル ─ヂケル
26 14 61 12 此様 かくやう かやう かやう かやう かやう
26 14 61 13 何主 なにのぬし なにぬし なにのぬし なにのぬし なにノぬし
26 14 61 13 彼主 かのぬし かぬし かのぬし かのぬし ─ノ─
26 14 61 13 並ビ立テ ─ビたてテ ならビたちテ ならビたちテ ならビたちテ ─ビ─チテ
26 14 61 13 無テ （无）なくテ なくテ なキ なキ なクテ
26 14 61 14 主 あるじ あるじ ぬし あるじ ──
26 14 61 14 従者 ともの─ じゆうしや じゆしや じゆしや ─ノ─
26 14 61 15 従者共 ともの─ ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 61 15 入畢テ いれはてテ いりはてテ いれはてテ いれはてテ ─リはテテ
26 14 62 1 暫モ ─モ しばしモ しばらくモ しばらくモ しばシモ
26 14 62 3 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 4 何ニ いどこニ いづこニ いどこニ いどこニ いどコニ
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26 14 62 4 従者共 ともの─ども じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 4 罵リ覆シテ のリかへシテ のリくつがへシテ のリかへシテ のリかへシテ のリかへシテ
26 14 62 5 何チモ いづチモ いづチモ いどこデモ いどこデモ いづチモ
26 14 62 5 遣リ着テ ─リつきテ やリつけテ やリつけテ やリつけテ やリ─キテ
26 14 62 5 己ガ おのガ おのガ おのれガ おのガ おのガ
26 14 62 6 白砂 しろきいさご しらいさご しろきいさご しろきいさご ──
26 14 62 6 方 はう かた かた かた ──
26 14 62 8 砂 いさご ── すな いさご ──
26 14 62 8 搔去テ かきさりテ かきのけテ かきのけテ かきのけテ ─キ─リテ
26 14 62 9 小瓶 ちひさきかめ こがめ ちひさきかめ ちひさきかめ こかめ
26 14 62 11 開テ くじりあけテ きさげあけテ くじりあけテ ゑりあけテ くじリあケテ
26 14 62 12 任 ── ── にむ にむ にん
26 14 62 13 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 13 抜出テ ぬきいでテ ぬきいだしテ ぬきいでテ ぬきいでテ ─キ─デテ
26 14 62 13 立塞テ たちふさがりテ たちふさがりテ たちふさがりテ たちふさがりテ ─チふたガリテ
26 14 62 14 衣 ── きぬ ころも ころも ころも
26 14 62 14 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 62 15 越後 ゑちご ゑちご ゑつご ゑつご ゑちごの
26 14 62 15 骸 しにかばね かばね かばね かばね かばね
26 14 62 16 坐ナレバ ますナレバ いますナレバ いますナレバ いますナレバ いまスナレバ
26 14 62 16 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 63 1 何条 なんでふ なんでふ なんでう なんでう なんでう
26 14 63 1 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン さぶらハン
26 14 63 4 然々 しか─ しかしか しかしか しかしか しかじか
26 14 63 5 陸奥 ── みちのく みちのおく みちのおく みちのく
26 14 63 6 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 14 63 6 受領 じゅりゃう じゅりゃう じゅりゃう じゅりょう ずりやう
26 14 63 7 書立 かきたてに かきたて かきたてに かきたてに ─ニ
26 14 63 7 除ツレバ のぞきツレバ のけツレバ のぞきツレバ のぞきツレバ ─キツレバ
26 14 63 8 含タリケル ふふみタリケル ふくみタリケル ふくみタリケル ふくみタリケル ふくミタリケル

26 14 63 8 思ヒ候ツルニ ─ヒさぶらひツ
ルニ ─ヒ─ツルニ おもヒさむらひ

ツルニ
おもヒさぶらひ
ツルニ ─ヒ─ヒツルニ

26 14 63 8
被云合候ツレ
バ

いひあはれさぶ
らひツレバ

いひあはせられ
さぶらひツレバ

いひあはせられ
さむらひツレバ

いひあはせられ
さぶらひツレバ

─ヒ─ハレ─ヒ
ツレバ

26 14 63 9 参候ツル也 まゐりさぶらひ
ツル─ まゐり─ツル─ まゐりさむらひ

ツルなり
まゐりさぶらひ
ツルなり

─リ─ヒツルナ
リ

26 14 63 9
被指出候ヌレ
バ

さしいだされさ
ぶらひヌレバ

さしいだされさ
ぶらひヌレバ

さしいだされさ
むらひヌレバ

さしいだされさ
ぶらひヌレバ

─シ─ダサレ─
ヒヌレバ

26 14 63 9 不候デ さぶらはデ さぶらはデ さむらはデ さぶらはデ ─ハデ
26 14 63 11 然ル ─ル さル さル さル しかル
26 14 63 11 有ナレ ありナレ あんナレ あんナレ ありケレ ─ルナレ
26 14 63 12 候ラン さぶらふラム さぶらふラン さむらふラン さぶらふラン ─フラン
26 14 63 12 宿願 すくぐわん しくぐわん しくぐわん しくぐわん ──
26 14 63 14 何許 いくらばかり いかばかり いくらばかり いくらばかり いかばかり
26 14 63 14 方 はう かた かた かた はう
26 14 63 14 来ニタレバ きたりニタレバ ─ニタレバ きたりニタレバ きニタレバ ─タリニタレバ

26 14 63 15 七八十両許 ─ばかり ─ばかり しちはちじふり
やうばかり

しちはちじふり
やうばかり ─れうばかり

26 14 63 16 願 ねがひ ぐわん ぐわん ぐわん ねがひ

26 14 63 16 試候ナン こころみさぶら
ひナム

こころみさぶら
ひナン

こころみさむら
ひナン

こころみさぶら
ひナン ─ミ─ヒナン

26 14 64 1 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 14 64 2 従者共 ともの─ども ── じゆしやども じゆしやども ──
26 14 64 2 鑭メテ きらメテ きらメテ きらメテ きらメテ きらめキテ
26 14 64 3 テ くじりテ ささげテ くじりテ ゑりテ くじリテ
26 14 64 3 開テ ひらきテ あけテ ひらきテ ひらきテ ─キテ
26 14 64 3 小瓶 ちひさきかめ こがめ ちひさきかめ ちひさきかめ こかめ
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26 14 64 6 任 ── ── にむ にむ にん
26 14 64 7 持タリケレバ もタリケレバ もちタリケレバ もちタリケレバ もちタリケレバ もタリケレバ
26 14 64 7 内舎人 うどねり うとねり うどねり うどねり うどねり
26 14 64 7 便々シクテ つきづきシクテ びびシクテ つきづきシクテ つきづきシクテ つきづきシクテ
26 14 64 8 仕リケル つかまつリケル つかまつリケル つかまつリケル つかうまつリケル つかまつリケル
26 14 64 10 可仕 つかまつるべき つかまつるべき つかまつるべき つかうまつるべき つかまつルベキ

26 14 64 10 来懸タリケル きたりかかりタ
リケル

きかかりタリケ
ル

きかかりタリケ
ル

きかかりタリケ
ル ─カリタリケル

26 14 64 15 不悪マジキ にくむマジキ あしかるマジキ にくむマジキ にくむマジキ にくムマジキ

『今昔物語集』巻 26第 15話
26 15 65 3 掘（題辞） ほりたる ほる ほる ほる ─ル
26 15 65 5 鉄 てつ くろがね くろがね くろがね くろがね
26 15 65 5 鉄 くろがね あらかね あらかね あらかね あらがね
26 15 65 10 候フ ─フ さぶらフ さむらフ さぶらフ ─フ
26 15 65 10 候 さぶらふ さぶらふ さむらふ さぶらふ ─フ
26 15 65 10 候シ さぶらひシ ─シ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 15 65 10 己ガドチ おのガドチ おのガドチ おのれガドチ おのれガドチ おのガドチ
26 15 65 11 候シ さぶらひシ さぶらひシ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 15 65 11 候ナレ さぶらふナレ ─ナレ さむらふナレ さぶらふナレ ─フナレ
26 15 65 11 然ラバ さラバ さラバ しかラバ さラバ さラバ
26 15 65 11 然 しか さ しか しか しか

26 15 65 11
見エケム可行
ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ 見エケム可行ニ 見エケム所ニ行

キテ
26 15 65 12 来ナンヤ きたりナムヤ きナンヤ きたりナンヤ きナンヤ ─ナンヤ
26 15 65 12 何物カ いかなる─カ いかなる─カ なにものカ なにものカ ──カ
26 15 65 13 候ハジ ─ハジ ─ハジ さむらハジ さぶらハジ ─ハジ
26 15 65 13 小船 ちひさき─ ── こぶね こぶね ──
26 15 65 13 若ヤト もしカト もしヤト もしカト もしカト ─シヤト
26 15 65 13 候ハン ─ハム ─ハン さむらハン さぶらハン ─ハン
26 15 65 14 可食 くらふべき くふべき くふべき くふべき ─フベキ

26 15 65 14 一月許有テ ──ばかりヲあ
りテ

ひとつきばかリ
─テ

ひとつきばかり
ヲありテ

ひとつきばかり
ヲありテ

──ばかり─リ
テ

26 15 65 16 打忘レタル うち─レタル うちわすレタル うちわすれシタル うちわすれシタル うち─レタル
26 15 65 16 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 15 66 1 人伝ニハ ─つてニハ ひとづてニハ ひとつてニハ ひとつてニハ ひとづてニハ
26 15 66 2 上ス ─ニ ─ス うへニ うへニ ─ニ
26 15 66 5 行方 ゆきがた ゆきかた ゆきがた ゆきがた ゆきかた
26 15 66 5 有所 ありどころ ありどころ あるところ あるところ ありどころ

『今昔物語集』巻 26第 16話
26 16 66 11 従者 ともの─ じゆうしや じゆしや じゆしや ─
26 16 66 13 近来 このごろ このごろ このごろ このごろ ちかごろ
26 16 66 14 任 ─ ─ にむ にむ にん
26 16 66 15 唐人 ─の─ たうじん たうにん たうにん たうにん
26 16 67 4 仕ケル つかまつり─ つかひ─ つかまつり─ つかへ─ つかヒケル
26 16 67 6 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 16 67 7 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 9 彼方 かなた ─ （波方）はかた （波方）はかた （波方）はかた
26 16 67 10 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん ─
26 16 67 10 借タリ かり─ かり─ かし─ かし─ かシタリ
26 16 67 11 唐人 たうの─ たうじん たうにん たうにん たうにん
26 16 67 12 取出テ とりいで─ とりいで─ とりいだし─ とりいだし─ ─リ─ダシテ
26 16 67 12 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 12 裏 うち（裡） うら うら うち うら
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26 16 67 14 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 14 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 14 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 15 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 67 16 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 67 16 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 68 2 御従者 ─ともの─ ごじゆうしや おほむじゆしや おほむじゆしや ─
26 16 68 2 有也 ある─ あんなり あんなり あんなり ─ルナリ
26 16 68 3 有也 あり─ あんなり あんなり あんなり ─ルナリ
26 16 68 3 唐人 たうの─ ─ たうにん たうにん ─
26 16 68 3 此 この この かく かく ─の
26 16 68 4 舎人男 とねりの─ ─ とねりをのこ とねりをのこ ─
26 16 68 4 引出タレバ ひきいで─ ひきいで─ ひきいで─ ひきいだし─ ひきいデタレバ
26 16 68 5 持タル も─ もち─ もち─ もち─ ─
26 16 68 5 候フ ─ さぶら─ さむら─ さぶら─ ─
26 16 68 5 取出タル とりいで─ とりいで─ とりいで─ とりいで─ ─リ─ダシタル
26 16 68 8 出来テ いできたり─ いでき─ いできたり─ いでき─ ─デ─タリテ
26 16 68 9 何ニモ いか─ いか─ な─ な─ いか─
26 16 68 10 現ニ あらは─ げ─ あらはニ あらはニ げ─
26 16 68 12 出来ケリ いでき─ いできたり─ いできたり─ いでき─ ─デ─タリケリ

『今昔物語集』巻 26第 17話
26 17 68 15 若 わかカリシ わかき わかき わかき わかキ
26 17 68 15 行 ゆきたる ゆく ゆく ゆく ゆク
26 17 69 2 越前国 ゑちぜんの─ ゑちぜんのくに ゑつぜんのくに ゑつぜんのくに ゑちぜんノくに
26 17 69 5 食ケル くらひケル くひケル くひケル くひケル ─ヒケル
26 17 69 6 五位 ─の ごゐ ごゐの ごゐの ─の
26 17 69 7 暑預粥 いもがゆ いもかゆ いもがゆ いもがゆ いもがゆ
26 17 69 7 飲テ のみテ すすりテ のみテ のみテ ─ミテ
26 17 69 9〔云テ〕 いひテ 〔いひテ〕 × いひテ ─ヒテ
26 17 69 11 曹司 ざうし ざうし ざうし さうじ ざうし
26 17 69 12 辺〔ニ〕 ほとりニ わたり〔ニ〕 ほとりに わたりに ほとりニ
26 17 69 13 痒カリテ かゆガリテ かゆカリテ かゆカリテ かゆカリテ かゆガリテ
26 17 69 13 侍ラネ」ト ×（無し） ─ラネ」ト はべラネ」ト はべラネ」ト □（欠字）
26 17 69 14 云ヘバ ×（無し） ─ヘバ いヘバ いヘバ □（欠字）
26 17 69 14 薄綿 うすき─ うすわた うすわた うすわた ─
26 17 69 15 許 ばかりニ ばかり ばかり ばかりニ ばかりニ
26 17 69 15 青鈍 あをにぶ あをにぶ あをにび あをにび あをにぶ
26 17 69 16 鼻高ナル ─たかナル ─だかナル はなたかナル はなたかナル ─ナル
26 17 69 16 鼻崎 ─のさき はなさき はなのさき はなのさき はなさき
26 17 69 16 赤ニテ ─ミテ ─ニテ あからかニテ あからかニテ ─ミテ
26 17 70 1 見エ ─ヱ（エ） ─エ みエ みエ ─ユ
26 17 70 3 小童 ちひさきわらは こわらは こわらは こわらは ─
26 17 70 3 舎人男 とねりの─ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ とねりをのこ
26 17 70 4 何コ いどコ いづコ いどコ いどコ いづコ
26 17 70 6 然ハ さらバ さハ さハ さハ さハ
26 17 70 7 涌タリケル わかしタリケル わかしタリケル わかしタリケル わかしタリケル わキタリケル
26 17 70 7 物狂ハシク ─くるハシク ものぐるハシク ものぐるハシク ものぐるハシク ──ハシク
26 17 70 8 経営ス ─ス けいえいス けいめいス けいめいス けいめいス

26 17 70 9
物狂ハシカリ
ケル

─くるハシカリ
ケル

ものぐるハシカ
リケル

ものぐるハシカ
リケル

ものぐるハシカ
リケル

──ハシカリケ
ル

26 17 70 11 遠道 とほき─ とほみち とほきみち とほきみち とほみち
26 17 70 12 食ツレバ くらひツレバ くひツレバ くひツレバ くひツレバ ─ヒツレバ
26 17 70 15 不逃遁 にげのがれざる にげのがれぬ にげのがれざる にげのがれざる ─げのがレザル
26 17 71 3 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 17 71 3 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
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26 17 71 5 御覧ゼヨ ─ゼヨ ごらんゼヨ ごらむゼヨ ごらむゼヨ ─
26 17 71 6 前 ─ニ さき まへ まへ ─
26 17 71 8 朝 つとめて あした あした あした あした
26 17 71 8 凝テ よりテ こりテ こりテ こりテ こリテ
26 17 71 9 何ニカ いかニカ なにニカ なにニカ なにニカ ─ニカ
26 17 71 9 着テ つきテ つきテ ─キテ ─キ ─キテ
26 17 71 10 詣来ニタリ まうで─ニタリ もうできニタリ まうできニタリ まうできニタリ ─デニタリ
26 17 71 10 近ニ ちかニ ちかニ ちかくニ ちかくニ ちかニ
26 17 71 11 実 まことに まこと まことに まことに ─に
26 17 71 12 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 17 71 12 来タルニ きたりタルニ ─タルニ きタルニ きタルニ ─タルニ
26 17 71 12 候フ ─フ ─フ さむらフ さぶらフ ─フ
26 17 71 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 17 71 13 辺 ほとり ほとり ほとり わたり ─
26 17 71 13 食フ くらフ ─フ くフ くフ ─フ
26 17 71 14 夜前 ─ よべ やぜん やぜん やぜん
26 17 71 14 希有ノコトコソ めづらしフコソ けうノコトコソ けうノことコソ けうノことコソ けうノことコソ
26 17 71 14 候シ さぶらひシ ─シ さむらひシ さぶらひシ ─ヒシ
26 17 71 15 何事 いかなる─ ── なにごと なにごと ──
26 17 71 15 戌時 いぬの─ いぬのとき いぬのときうぢ いぬのとき いぬノとき
26 17 71 16 候ヒシ ─ヒシ ─ヒシ さむらヒシ さぶらヒシ ─ヒシ
26 17 72 1 不候 さぶらはず さぶらはず さむらはず さぶらはず ─はず

26 17 72 2
被捕奉タリツ
ル

とらはれたてま
つり
タリツル

とられたてまつ
り
タリツル

とらはれたてま
つり
タリツル

とらはれたてま
つり
タリツル

─ヘラレ─リ
タリツル

26 17 72 3 云ン いはム いはン いはン いはン ─ハム
26 17 72 3 客人 まらふと ── まらうど まらうど ──
26 17 72 4 辺リ ほとリ わたリ ほとリ わたリ ─

26 17 72 5 被仰ツ〔ル〕 おほせられツル お ほ せ ら れ ツ
〔ル〕 おほせられツル おほせられツル ─セラレツル

26 17 72 6 候ヌ さぶらはヌ さぶらはヌ さむらはヌ さぶらはヌ ─ハヌ
26 17 72 6 候ツレバ さぶらひツレバ さぶらひツレバ さむらひツレバ さぶらひツレバ ─ヒツレバ
26 17 72 7 例様 れいのやう れいざま れいのやう れいのやう れいノやう
26 17 72 9 食畢テ くひをはりテ くひはてテ くひはてテ くひをはりテ ─ヒはテテ
26 17 72 9 暗々ニ くら─ニ くらぐらニ くれくれニ くらくらニ くれくれニ
26 17 72 12 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 17 72 15 食喰 じきはみ ものくひ じきくらひ じきくらひ じきくらヒ
26 17 72 15 出来テ いできたりテ いできたりテ いできたりテ いできテ ─デ─テ
26 17 72 15 給セテ ─ヒテ ─セテ たまはセテ たまはセテ ─ヒテ
26 17 72 16 物狂ハシキ ─くるハシキ ものぐるハシキ ものくるハシキ ものくるハシキ ──ハシキ
26 17 72 16 打咲テ うちゑみテ うちわらひテ うちゑみテ うちゑみテ うちゑミテ
26 17 73 1 詣来テ まうできたりテ まうできテ まうできたりテ まうできたりテ ─デ─タリテ
26 17 73 1 告候ヒケル つげ─ヒケル つげ─ヒケル つげさむらヒケル つげさぶらヒケル ─ゲ─ヒケル
26 17 73 1 咲テ ゑみテ わらひテ ゑみテ ゑみテ ─ミテ
26 17 73 2 此 この この ここに ここに ─ノ
26 17 73 3 候 さぶらふ さぶらふ さむらふ さぶらふ ─フ
26 17 73 5 涌タリ わかしタリ わかしタリ わかしタリ わかしタリ わキタリ
26 17 73 5 謀出テ たばかりいでテ はかりいでテ たばかりいでテ たばかりいでテ はかリ─デテ
26 17 73 8 所 ─モ ─ ところ ところ ─モ
26 17 73 8 来ニタレバ いできニタレバ ─ニタレバ きニタレバ きニタレバ ─デ─ニタレバ
26 17 73 10 女声 ─のこゑ をむなごゑ をむなごゑ をむなごゑ をんなごゑ
26 17 73 12 辺 ほとり わたり ほとり あたり ほとり
26 17 73 12 明旦 あくるあした みやうたん あくるあした あくるあした あくるあした
26 17 73 13 暑預 やまのいも やまのいも いも いも いも
26 17 73 14 暁 あけぬ あかつき あかつき あかつき あかつき
26 17 73 15 長莚 ながきむしろ ながむしろ ながきむしろ ながきむしろ ─
26 17 73 15 下衆男 げすの─ げすをのこ げすをのこ げすをのこ げすをとこ



208

26 17 73 16 去ヌ さりヌ いヌ さりヌ さりヌ ─リヌ
26 17 73 16 持来ツゝ もてきたりツゝ もてきツゝ もてきたりツゝ もてきツゝ ─テ─ツツ
26 17 74 1 暑預 やまのいも ── いも いも ──
26 17 74 1 持来テ もてきたリテ もてきテ もてきたりテ もてきテ ─テ─タリテ
26 17 74 2 夜前 ─ よべ やぜん やぜん ─
26 17 74 2 早フ ─フ（ウ） はやう はやフ はやフ ─フ
26 17 74 2 辺 ほとり わたり ほとり あたり ─
26 17 74 3 有 ある あり ある ある ─ル
26 17 74 3 持来ル もてきたル もてくル もてきたル もてきたル ─テ─タル
26 17 74 4 去タル さりタル のきタル さりタル さりタル ─リタル
26 17 74 4 従者〔共〕 ともの─ども ─ じゆしや じゆしや ─

26 17 74 5 斛納釜共 こくなはの
かなへども

こくなふ
がまども

こくなはの
かなへども

こくなはの
かまども

（五）ごこくなはの
かなへども

26 17 74 5 掻持来テ かきもてきたりテ かきもてきテ かきもてきたりテ かきもてきテ ─き─て─テ

26 17 74 5 居ヘ渡シツゝ すへ（ゑ）─シ
ツゝ すゑ─シツゝ すへわたシツゝ すへわたシツゝ すヱ─シツ

26 17 74 7 持来テ もてきたりテ もてきテ もてきたりテ もてきテ ─テ─タリテ
26 17 74 7 釜共 かなへども ─ かなへども かまども ─
26 17 74 7 何ゾノ なにゾノ なにゾノ なんゾノ なんゾノ ─ゾノ
26 17 74 8 見 みし みる みし みし ─ル
26 17 74 8 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできテ ─デ─タリテ
26 17 74 8 袂 そで たもと そで たもと たもと
26 17 74 9 暑預 やまのいも ─ いも いも ─
26 17 74 9 暑預粥 いもがゆ いもかゆ いもがゆ いもがゆ いもがゆ
26 17 74 11 斗納 ─なは となふ となは となは となふ
26 17 74 12 持来タル もてきたりタル もてきタル もてきたりタル もてきたりタル ─テ─タリタル
26 17 74 13 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 17 74 14 檐 のきに のき のきに のきに のきニ
26 17 74 15 見参 げんざん げんざん げんざむ げんざむ げんざん
26 17 74 15 去ニケリ さりニケリ さりニケリ さりニケリ いニケリ ─リニケリ
26 17 75 2 牛 ─ ─ もの もの ─
26 17 75 3 付デ つきテ つけテ つきテ つきテ ─キテ

『今昔物語集』巻 26第 18話
26 18 75 13 発テ おこし─ おこり─ おこり─ おこり─ おこリテ
26 18 75 14 消ヌレバ けし─ きえ─ けし─ けし─ ─エヌレバ
26 18 76 1 糸惜ケレバ いとほし─ いとをし─ いとほし─ いとほし─ いとをシケレバ
26 18 76 5 受領 じゆりやう じゆりやう じゆりやう じゆりやう ずりやう
26 18 76 6 辺 ほとり わたり ほとり わたり ほとり
26 18 76 8 轡 くつわ くつわ くつわ くつわ くつばみ
26 18 76 8 追持 おひもて おひもて おひもて おひもて ─ヒ（将）いテ

26 18 76 10 肝心 （肝・心）きも・
むね きもこころ きもこころ きもこころ きもこころ

26 18 76 12 後 しりへ しり しりへ しりへ しりへ
26 18 76 14 山中 ─の─ ─ やまなか やまなか ─
26 18 76 15 大ナル おほき─ おほき─ おほき─ おほい─ ─キナル
26 18 76 15 釜 かなへ かま かなへ かま かなへ
26 18 76 15 居并テ すゑなめ─ すゑならべ─ すゑならべ─ すゑならべ─ すヱならベテ
26 18 76 16 帯タリ おび─ はき─ おび─ おび─ ─ビタリ
26 18 77 5 十月 ─ ─ かむなづき かむなづき かんなづき
26 18 77 5 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 18 77 8 居并テ ゐなみ─ ゐならび─ ゐなみテ ゐなみテ ゐなミテ
26 18 77 9 経営ス ─ けいえい─ けいめい─ けいめい─ けいめい─
26 18 77 9 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 18 77 10 黒柿 ─ くろかき くろがき くろがい ─
26 18 77 11 食ツ くらひ─ くひ─ くひ─ くひ─ ─フ
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26 18 77 11 食畢テ くらひをはり─ くひはて─ くひはて─ くひをはり─ ─ヒはテテ
26 18 77 12 旅道 ─の─ たびぢ たびのみち たびのみち ─ノ─
26 18 77 12 湯浴 ─あび ─あみ ゆあみ ゆあみ ─あミ
26 18 77 13 浴畢テ あみをはり─ あみはて─ あみはて─ あみをはり─ ─ミはテテ
26 18 77 13 来テ きたり─ き─ きたり─ きたり─ ─タリテ
26 18 77 15 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 18 77 15 令食 くらはしむ くはしむ くはしむ くはしむ ─ハシム
26 18 77 15 午未 うまひつじ うまひつじ むまひつじ むまひつじ うまひつじ
26 18 77 16 食畢テ くらひをはり─ ─ くひはて─ くひをはり─ ─ヒ─テ
26 18 78 1 御サジ おはしま─ おは─ おはしま─ おはしま─ おは─
26 18 78 3 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 18 78 3 主 あるじ あるじ あるじ あるじ しゆう
26 18 78 4 谷様 ─ たにざま たにざま たにざま たにさま
26 18 78 5 将奉テ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐてたてまつり─ ゐ─リヌ
26 18 78 5 有メレ ある─ あん─ ある─ ある─ ─ルメレ
26 18 78 5 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 18 78 7 妻子 ─ めこ さいし めこ めこ
26 18 78 9 其 ─ そこ それ それ ─レ
26 18 78 10 五条辺 ─のほとり ごでうわたり ごでうのほとり とでうのわたり ─ノほとり
26 18 78 11 負セテ おほ─ おほ─ おは─ おは─ おハセテ
26 18 78 12 門脇 ─のわき かどわき かどのわき かどのわき かどわき
26 18 78 12 負セ おほ─ おほ─ おは─ おは─ おハセ
26 18 78 15 来タル き─ ─ き─ き─ きタリタル
26 18 78 16 一家 いつけ ひといへ いつけ いつけ ─
26 18 78 16 妻子 ─ ─ さいし さいし めこ
26 18 79 2 美八丈 うるはしの─ ─ みのはちぢやう みのはちぢやう みの─
26 18 79 2 入タリ いれ─ いり─ いり─ いり─ ─リタリ
26 18 79 2 細布 さいみのぬの ほそぬの さいみのぬの ほそぬの ほそぬの
26 18 79 3 入タリ いれ─ ─ いり─ いり─ ─リタリ
26 18 79 3 立文 たてふみ たてぶみ たてふみ たてふみ たてぶみ
26 18 79 3 仮名 かな ─ かんな かんな かんな
26 18 79 5 方 はう かた かた かた ─
26 18 79 10 妻子 ─ ─ さいし めこ ─
26 18 79 11 此 この この かく かく ─ノ
26 18 79 12 不思懸 おもひかけず おもひかけぬ おもひかけず おもひかけず ─ヒ─ケズ
26 18 79 13 可量 （置）おくべき はからふべき （量）はかるべき（量）はかるべき（置）─クベキ

『今昔物語集』巻 26第 19話
26 19 80 3 東下［題辞］ ─ニ─リシ あづまにくだる あづまにくだる あづまにくだる あづまくだり
26 19 80 3 値［題辞］ あへる あふ あふ あふ あフ
26 19 80 4 何レノ いづレノ いづレノ いづレ いづレ いづレノ
26 19 80 4 不知 しらぬ しらず しらぬ しらぬ ─ラズ
26 19 80 5 小家 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ ─
26 19 80 5 大キヤカデ ─キヤカニ ─キヤカデ おほキヤカデ おほキヤカデ ─キヤカニ
26 19 80 6 宿シ やどりシ やどシ やどシ やどシ ─シ
26 19 80 7 家主 ─ノあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
26 19 80 7 出来テ いできたりテ いできテ いできたりテ いできたりテ ─デ─タリテ
26 19 80 8 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 19 80 8 厩 うまや うまや むまや むまや うまや
26 19 80 8 従者 ともの─ ─ じゆしや じゆしや ─
26 19 80 8 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 19 80 9 居ツレバ すヱツレバ ─ツレバ ゐツレバ ゐツレバ すエツレバ
26 19 80 11 女主 ─ノあるじ ─ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 19 80 12 懐妊 ─ くわいにん くわいにむ くわいにむ くわいにん
26 19 80 13 産レナバ うまレナバ うまレナバ むまやレナバ むまレナバ ─マレナバ
26 19 80 14 宿人 ─ ─ やどりひと やどりひと ─リタル─
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26 19 80 14 何カ いかガ なにカ なにカ なにカ ─カ
26 19 80 16 一切 ひとしきり ひときれ ひとしきり ひとしきり ひときれ
26 19 80 16 産ツル うみツル うまれツル うみツル うみツル ─ミツル
26 19 80 16 宿人 やどりシ─ やどりびと やどりうど やどりうど やどりびと
26 19 81 3 否不見 えみえず えみず えみえず えみえず え─エズ
26 19 81 4 出ヌ いでヌ いでヌ いでヌ でヌ ─デヌ
26 19 81 6 宿ヌ やどりしヌ やどりヌ やどりヌ やどりヌ ─リヌ
26 19 81 6 前ヨリ さきヨリ さきヨリ まへヨリ さきヨリ まへヨリ
26 19 81 7 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど ─
26 19 81 8 産レ うまレ ─レ むまレ むまレ ─マレ
26 19 81 8 男カ女 ─カ─カ ─カ─ をとこカをむなか をとこカをむなか ─カ─カ
26 19 81 9 男子 なんし をのこご をのこご をのこご をのこご
26 19 81 10 其月 それの─ その─ それのつき それのつき ─レノ─
26 19 81 11 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど ─
26 19 81 12 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 19 81 13 然々 しかしか しかじか しかしか しかしか しかじか
26 19 81 13 何事 いかなる─ ─ なにごと なにごと ─
26 19 81 14 然ハ されバ さハ さハ さハ さハ
26 19 81 14 侍ケル はべりケル はべりケル はべりケル （伝）つたへケル ─リケル
26 19 81 15 宿人 やどりし─ ─ やどりうど やどりうど やどりびと
26 19 81 16 前世 ぜんぜ ぜんぜ ぜんぜ ぜんせ ぜんぜ
26 19 81 16 産ルル うまルル ─ルル むまルル むまルル ─マルル
26 19 82 1 前世 ぜんぜ ─ ぜんぜ ぜんせ ─

『今昔物語集』巻 26第 20話
26 20 82 5 小女 ─サキ─ こをむな こをむな こをむな こをんな
26 20 82 5 死 ─ニタル しぬる しぬる しぬる ─ヌル
26 20 82 11 経ル へたル ふル ふル ふル ふル
26 20 82 14 然レバ ─レバ ─レバ しかレバ さレバ さレバ
26 20 83 2 遺タリ つかはしタリ やりタリ やりタリ やりタリ やリタリ
26 20 83 4 咋違ナム くひたがひてナム くひちがひてナム くひたがひてナム くひたがひてナム ─ヒたがヒテナム
26 20 83 5 其ニ （共）─ニ そこニ （共）ともニ （共）ともニ （共）─ニ
26 20 83 6 此世ノミノ この─ノミノ この─ノミノ このよノミデ このよノミデ ─ノ─ノミノ

『今昔物語集』巻 26第 21話
26 21 83 9 秡［題辞］ はらひして はらへして はらへして はらへして はらヒテ
26 21 83 9 死［題辞］ しにたる しぬる しぬる しぬる ─ヌル
26 21 83 11 鹿 ─ ─ しか しか しし
26 21 83 13 食物 じきもつ くひもの じきもつ じきもつ じきもつ
26 21 83 13 持テ もテ もちテ もちテ もちテ ─チテ
26 21 83 16 女主 ─のあるじ をむなあるじ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 21 83 16 供養スルニ くやうスルニ ──スルニ くやうスルニ くやうズルニ ──スルニ
26 21 84 1 道 だう ─ みち みち ─
26 21 84 2 女主 ─のあるじ ── をむなあるじ をむなあるじ ──
26 21 84 3 陰陽 おんやう おんやう おむやう おむみやう おんやう
26 21 84 3 方 はう ─ かた かた かた
26 21 84 3 祭シテハ ─シテハ ─シテハ まつりシテバ まつりシテバ ─シテバ
26 21 84 5 夫妻 めをと めをうと めをうと めをうと めをうと
26 21 84 7 白米 しろきよね しらげよね しろきよね しろきこめ ──
26 21 84 7 然バ さらバ さらバ さハ さハ さハ
26 21 84 8 留ヌ とどまりヌ とどまりヌ とどまりヌ とどまりテ ─マリテ
26 21 84 12 御洗米 ─あらひよね ─あらひよね おほむあらひよね おほむあらひこめ ─あらひよね
26 21 84 12 調ヘ居テ ─へすゑテ ととのヘすゑテ ととのへゐテ ととのヘすゑテ ─ヘすヱテ
26 21 84 12 祭畢ツ まつりはてツ まつりはてツ まつりはツ まつりをはりツ ─はテツ
26 21 84 14 見ニ みるニ みるニ みるニ みるニ ─テ
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26 21 84 15 知ズ しりヌ しらズ しらズ しりヌ ─リヌ
26 21 84 15 本意 ── ── ほんい ほんに ──
26 21 85 1 方 はう かた かた かた ─
26 21 85 3 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 21 85 4 動ケル はたらきケル はたらきケル うごきケル うごきケル はたらキケル
26 21 85 4 立留テ たちとどまりテ たちとまりテ たちとどまりテ たちとどまりテ ─チ─マリテ
26 21 85 5〔□〕雁箭 〔□〕かりや 〔□〕がりや 〔□〕がりや 〔□〕がりや 〔□〕かりや
26 21 85 5 動ク はたらク ─ク うごク うごク ─ク
26 21 85 9 此ハ ─ハ こハ これハ これハ ─ハ
26 21 85 9 何ナリツル いかナリツル いかナリツル いかナナリツル いかナリツル いかナリツル
26 21 85 10 御幣 みてぐら みてぐら おほむみてぐら おほむみてぐら みてぐら
26 21 85 10 御供 ─そなへ ごく おほむそなへ おほむそなへ おんそなへ
26 21 85 11 引棄テ ひきすてテ ひきすテ ひきすテ ひきすテ ─キ─テテ
26 21 85 12 宿業 すくごふ しくごふ しくごふ しくごふ すくごふ

26 21 85 16 行コトハ ─フハ ありくコトハ （行事）おこなふ
ことハ

（行事）おこなふ
ことハ ─フハ

『今昔物語集』巻 26第 22話
26 22 86 3 被殺［題辞］ ころされたる ころさるる ころさるる ころさるる ─サルル
26 22 86 4 行 おこなひ ありき おこなひ おこなひ ─キ
26 22 86 5 可然 しかるべき さるべき しかるべき しかるべき しかルベキ
26 22 86 6 歩行 かちあるき かちあるき かちありき かちありき かちありき
26 22 86 7 小屋 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ
26 22 86 9 然々 しかしか しかしか しかしか しかしか しかじか
26 22 86 9 女主 ─のあるじ をむなあるじ をむなあるじ をむなあるじ をんなあるじ
26 22 86 10 客人 まらふと まらうと まらうど まらうど まらうど
26 22 86 11 冒被テ おほひかつぎテ ぼうかぶりテ かぶりかつぎテ かぶりかつぎテ かぶりかつギテ
26 22 86 12 持タリ もタリ もタリ もちタリ もちタリ ─タリ
26 22 86 13 外 よそ ほか と と ほか
26 22 86 14 大路 おほぢ おほち おほぢ おほぢ ──
26 22 86 15 悪気 あしげ あしげ あしげ あしげ にくげ
26 22 86 15 入来 いりきたル いりくる いりきたル いりきたル ─リ─タル
26 22 86 15 此 ─ かく かく かく ─レ
26 22 86 16 向殿 むかひのとの むかひどの むかひのとの むかひのとの むかひどの
26 22 87 2 仰様 のけ─ のけざま のけざま のけざま のけさま
26 22 87 3 益 かひ やく やく やく ─
26 22 87 3 小童 ちひさきわらは こわらは こわらは こわらは こわらは
26 22 87 6 問テ ─テ ─テ とはれテ とはれテ ─セラレテ
26 22 87 8 三人 ── ── さむにん みたり ──
26 22 87 8 宿報 すくほう しくほう しくほう しくほう すくほう
26 22 87 10 小屋 ちひさき─ こいへ こいへ こいへ こいへ

『今昔物語集』巻 26第 23話
26 23 87 14 被打殺［題辞］うちころされたる うちころさるる うちころさるる うちころさるる ─チ─サルル
26 23 87 16 猛クテ ─クシテ たけクテ たけクテ たけクテ たけクシテ
26 23 87 16 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん きゅうぜん
26 23 87 16 過ケル すぎケル すぎケル すぎケル すぎケル ─グシケル
26 23 88 1 論・戦ヒ （論戦）あらそヒ ろん・たたかヒ （論戦）あらそヒ（論戦）あらそヒ（論戦）あらそひ
26 23 88 2 武者 むしゃ むさ むしゃ むしゃ ──
26 23 88 2 一トヒヲ ひト（匕）かひヲ ひとトヒヲ ひトビヲ ひトビヲ ─トヒヲ
26 23 88 3 結 むすび ゆひ むすび むすび むすび
26 23 88 5 包丁刀 はうちやう─ はうちやうがたな はうちやうかたな はうちやうかたな はうちやうがたな
26 23 88 7 辞ケル いなびケル いなびケル じしケル じしケル いなビケル
26 23 88 8 酒 ─ ─ さけ （滴）あまつび ─
26 23 88 8 家主 ─のあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ いへあるじ
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26 23 88 8 辞ス ─ス じス じス じス ─ブ
26 23 88 9 否不辞得 いなびえず いなびえず えじしえず えじしえず え─ビ─ズ
26 23 88 10 杵 き きね き き き
26 23 88 11 上テ のぼりテ あがりテ のぼりテ のぼりテ のぼリテ
26 23 88 13 仰様 のけ─ のけざま のけざま のけざま のけさま
26 23 88 14 家主 ─のあるじ ─ いへあるじ いへあるじ ─

『今昔物語集』巻 26第 24話
26 24 89 4 射［題辞］ いたれども いるに いるに いるに ─ルニ
26 24 89 4 当［題辞］ あたらずして あたらず あたらずして あたらずして ─ラズシテ
26 24 89 4 存［題辞］ そんしたる ながらふる そんする そんする ─スル
26 24 89 6 過ケル すぐしケル すぎケル すぐしケル すぐしケル ─グシケル
26 24 89 8 短 ひま すき すき すき すき
26 24 89 8 此 ころほひ ころ ころほひ ころほひ ころ
26 24 89 10 目差ストモ ──ストモ めさストモ めざストモ めざストモ ──ストモ
26 24 89 10 弓箭 きうせん ゆみや きうぜん きうぜん きゆうぜん
26 24 89 10 持テ もテ もちテ もちテ もちテ ─チテ
26 24 89 11 門 ─ ─ もん かど ─
26 24 89 13 シ畢テ シをはりテ シはてテ シはてテ シをはりテ シはテテ
26 24 89 13 侍ケルニ （待）まちケルニ ─ケルニ （待）まちケルニ（待）まちケルニ（待）─チケルニ
26 24 89 14 シ畢テ シをはりテ シ─テ シはてテ シをはりテ シ─テテ
26 24 89 14 小男 ちひさき─ こをのこ こをとこ こをとこ ──
26 24 89 15 弓箭 きうせん ── きうぜん きうぜん ──
26 24 89 15 道 だう ─ みち みち ─
26 24 89 15 放ム はなさム はなたム はなさム はなさム はなサム
26 24 90 1 外様 よそ─ ほかざま ほかざま ほかざま ほかさま
26 24 90 3 外 よそ ─ ほか ほか ─
26 24 90 4 不思デ おもはデ おぼえデ おぼえデ おぼえデ ─エデ
26 24 90 4 間塞 ─ふさぎ まふたぎ まふさぎ まふさぎ まふさぎ
26 24 90 5 見タリケルニ みえタリケルニ みタリケルニ みえタリケルニ みえタリケルニ ─エタリケルニ
26 24 90 6 弓箭 きうせん ── きうぜん きうぜん ──
26 24 90 8 持タリケル もタリケル もタリケル もちタリケル もちタリケル ─チタリケル
26 24 90 11 語ケル也 かたりケルヲ─ ─ケル─ かたりケルヲなり かたりケルヲなり ─リケルヲヤ


